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平成16年度は､ 10月から運用を開始する東京本館の新システムの稼働準備等のた

め､ 臨時休館等を予定しています｡ 詳しくは29頁のお知らせをご覧ください｡

国立国会図書館利用案内

来館利用案内 (自動応答) 電話03 (3506) 3300 (音声サービス)

電話03 (3506) 3301 (FAXサービス)

ホームページ http://www.ndl.go.jp/

利用できる人 満18歳以上の方

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

東京本館 〒100-8924 東京都千代田区永田町1-10-1
電話 03 (3581) 2331

サービス時間

閲 覧：9：30～17：00 即日渡し複写受付：10：00～16：00

資料請求受付：9：30～16：00 後日渡し複写受付：10：00～16：30

休館日 日曜日､ 第１・第３以外の土曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年

始､ 第１・第３開館土曜日の直後の月曜日 (休日にあたるとき

はその翌日)､ 資料整理休館日 (１･４･７･10月の第３土曜日の

直前の水曜日)
音楽・映像資料室は､ 休館日以外に第１土曜日が休室となります｡ このほか登録制

の一般研究室があり､ 19：00まで利用できます (土曜日は17：00まで)｡ 視覚に障害

がある方のご利用については､ 利用者サービス企画課にお問い合わせください｡

関 西 館 〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8-1-3
電話 0774 (98) 1200 (音声サービス)

サービス時間

閲 覧：10：00～18：00 即日渡し複写受付：10：00～17：00

資料請求受付：10：00～17：15 後日渡し複写受付：10：00～17：45

セルフ複写受付：10：00～17：30

休館日 日曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年始､ 資料整理休館日 (第３水

曜日)､ 特別整理期間

����年

■：休館日

□■：資料整理
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『

人
形
百
種』

清
水
晴
風
自
筆

右
の
一
首
は
、
全
国
各
地
の
玩
具
六
〇
〇
余
種
三
、五
〇
〇
余
個
を
集
め
、｢

玩
具
博
士｣

と
呼
ば
れ
た
玩
具
研
究
家
、
清
水
晴
風
の
辞
世

の
句
で
あ
る
。
晴
風
は
嘉
永
四
年

(

一
八
五
一)

、
江
戸
神
田
旅
籠
町
で
運
送
業
を
営
む
旧
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
半
七
。
若
い
頃
は
力

持
番
附
に
名
が
載
る
ほ
ど
の
力
自
慢
で
、
家
業
を
継
ぐ
と
一
一
代
目
清
水
仁
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。
後
に
、
俳
諧
を
孤
山
堂
山
月
に
学
び
、
車

人
、
芳
華
堂
晴
風
と
号
す
る
一
方
、
広
重
の
画
手
本
を
独
習
、
絵
び
ら
や
玩
具
の
画
な
ど
に
異
彩
を
放
っ
た
。
大
正
二
年
、
病
没
。
巣
鴨
の

本
妙
寺
に
墓
と
自
筆
の

｢

玩
具
涅
槃
の
圖｣

を
刻
し
た
記
念
碑
が
現
存
。
そ
の
遺
品
は
親
交
の
あ
っ
た
林
若
樹
、
西
澤
仙
湖
ら
集
古
会

(

古

書
、
骨
董
に
関
す
る
在
野
の
研
究
会)

の
会
員
な
ど
に
分
配
さ
れ
た
。

掲
出
本
は
、
帝
国
図
書
館
が
明
治
三
七
年
五
月
一
四
日
に
、
食
の
研
究
家
で

｢

食
物
博
士｣

と
呼
ば
れ
た
古
本
屋
の
奥
村
繁
次
郎
か
ら
購

入
し
た
も
の
。
収
録
さ
れ
た
一
〇
〇
種
の
人
形
の
画
の
中
に
は
繁
治
郎
が
晴
風
に
寄
贈
し
た

｢

安
永
年
前
後
の
土
偶｣

の
画
も
含
ま
れ
る
。

和
装
。
書
名
は
表
紙
左
上
の
題
簽
に
よ
る
。
大
き
さ
二
六
・
七
㎝
×
一
九
・
〇
㎝
。
本
文
四
八
丁
。｢

慶
長
年
頃
兜
人
形｣

(

前
頁
下
段
右)

の
画
に
は
、｢

昔
し
兜
人
形
と
称
せ
し
ハ
兜
の
頭
上
又
ハ
前
立
の
所
に
人
形
を
造
り
付
け
有
る
に
依
り
兜
人
形
と
名
付
し
も
今
ハ
兜
と
人
形

と
ハ
別
品
也｣

と
兜
人
形
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
人
形
の
多
く
は
晴
風
所
蔵
の
も
の
だ
が
、｢

ジ
ャ
ウ
ア
人
形｣

の
画
な
ど

一
〇
数
種
に
は
、
人
類
学
教
室
所
蔵
の
旨
の
記
載
が
あ
り
、
人
類
学
者
で
、
玩
具
愛
好
家
で
も
あ
っ
た
坪
井
正
五
郎
と
の
交
流
の
様
子
を
窺

い
知
れ
る
。
集
古
会
で
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
山
中
共
古
も
、｢

か
な
か
ん
ぶ
つ｣

(

信
玄
や
天
狗
な
ど
の
顔
を
模
し
た
五
月
人
形

前
頁
上

段
左)

や

｢

静
岡
在
悪
王
神
の
虫
除
人
形｣

を
晴
風
に
寄
贈
し
た
。
共
古
の
備
忘
録
で
あ
る

『

續
共
古
日
録』

(

巻
五)

の
中
に
は
、｢

清
水

晴
風
氏
の
集
め
ら
れ
し
首
人
形
と
土
偶
目
録｣

と
題
し
、
首
人
形
一
五
種
、
土
偶
三
一
種
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

晴
風
は
人
形
の
画
を
描
く
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
雛
人
形
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
一
〇
〇
種
、
自
ら
製
作
し
た
。『

雛
百
種』

と
呼
ば
れ
る

そ
れ
ら
人
形
群
や
自
筆
の
短
冊
を
、
東
京
の
浅
草
橋
に
あ
る
吉
徳
資
料
室
が
収
蔵
し
て
い
る
。

晴
風
の
代
表
作
で
あ
る
玩
具
画
集

『

う
な
ゐ
の
友』

(

一
編
〜
六
編

明
治
二
四
年
〜
大
正
二
年
刊)

に
は
、
掲
出
本
や

『

雛
の
圖』

(

晴

風
自
筆

雛
人
形
な
ど
の
画
を
三
六
種
収
録

当
館
請
求
記
号

寄
別
五
五
四
四)

に
描
か
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
人
形
の
画
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
埼
玉
県
の
越
生
に
あ
る
笛て
き

畝ほ

人
形
記
念
美
術
館
所
蔵
の

『

郷
土
玩
具
図
屏
風』

(

二
曲
一
双

晴
風
自
筆
玩
具
の
画
と
晴
風
宛
書
簡

を
張
り
交
ぜ
た
屏
風)

に
も
、
掲
出
本
や

『

う
な
ゐ
の
友』

に
見
ら
れ
る
人
形
の
画
を
確
認
で
き
る
。
掲
出
本
は
、｢

む
か
し
の
博
多
人
形｣

(

前
頁
下
段
左)

の
画
な
ど
他
の
人
形
関
係
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
人
形
の
画
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
晴
風
の
人
形
の
画
の
全
貌
を
研
究
す

る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資
料
の
一
つ
と
言
え
る
。(

当
館
請
求
記
号

寄
別
五
五
四
九)

(

川か
わ

本も
と

勉
つ
と
む)



東
京
本
館
新
装
開
館
と
新
し
い
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

一

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
国

民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
平
成
一
四
年
度
以
降
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
全
面
開
館
、
関
西
館
の
開
館
、
遠
隔
利
用
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
本
年
一
〇
月
に
当
館
は
東
京
本
館
の

整
備
を
終
え
て
新
装
開
館
し
、
開
館
日
、
開
館
時
間
の
拡
大
を
は
じ

め
と
す
る
利
用
制
度
を
改
革
し
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
利
用
サ
ー

ビ
ス
を
効
率
化
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
般
利
用
者
を
対
象
と
し
た
東
京
本
館
の
新
し
い
館

内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
お
示
し
し
ま
す
。

二

新
し
い
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

【
利
用
制
度
の
改
革
】

利
用
制
度
の
改
革
と
し
て
、
本
年
一
〇
月
か
ら
、
開
館
日
、
開
館

時
間
の
拡
大
、
資
料
請
求
時
間
等
の
改
善
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。(

四
頁
表
参
照)

１.

開
館
日
お
よ
び
開
館
時
間
の
拡
大

現
行
の
週
平
均
五
日
開
館
を
、
原
則
六
日
開
館
に
拡
大
し
、
平
日

の
開
館
時
間
を
二
時
間
延
長
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
年
間
開
館
時
間

は
現
行
よ
り
四
三
％
増
加
し
ま
す
。

①
開
館
日
・
休
館
日

�.

開
館
日

原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
毎
日
。

�.

休
館
日

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
、
年
末
年
始
期
間

お
よ
び
資
料
整
理
休
館
日

(

毎
月
第
三
水
曜
日)

②
開
館
時
間

�.

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
九
時

�.

土
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
七
時

た
だ
し
、
古
典
籍
資
料
室
、
憲
政
資
料
室
お
よ
び
音
楽
・
映
像

資
料
室
の
開
室
時
間
は
一
七
時
ま
で
と
し
ま
す
。

２.

資
料
請
求
時
間
お
よ
び
請
求
件
数
の
改
善

資
料
請
求
時
間
を
平
日
二
時
間
延
長
し
、
請
求
件
数
制
限
を
緩
和

す
る
こ
と
で
、
資
料
の
利
用
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。

①
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー

(

含

別
室)

、
雑
誌
カ
ウ
ン
タ
ー

(

含

別
室)

�.

請
求
時
間

・
月
〜
金
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
八
時

・
土
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

�.

請
求
件
数

一
回
に
つ
き
三
件

②
専
門
室

(

専
門
室
所
管
の
書
庫
内
資
料
の
利
用)

�.

請
求
時
間

・
月
〜
金
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
八
時

・
土
曜
日

九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
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た
だ
し
、
古
典
籍
資
料
室
、
憲
政
資
料
室
、
音
楽
・
映
像
資
料

室
等
は
、
一
六
時
ま
で
と
し
ま
す
。

�.

請
求
件
数

一
回
に
つ
き
五
件

資
料
室
に
よ
り
別
途
件
数
を
定
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３.

複
写
申
込
時
間
お
よ
び
回
数
・
頁
数
制
限
の
改
善

即
日
複
写
の
申
込
回
数
制
限
を
撤
廃
し
、
申
込
時
間
を
平
日
二
時

間
延
長
し
ま
す
。

各
専
門
室
に
お
け
る
複
写
申
込
時
間
、
回
数
、
一
回
の
申
込
冊
数

等
に
つ
い
て
は
別
途
制
限
を
設
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
即
日
複
写

�.

申
込
時
間

・
月
〜
金
曜
日

一
〇
時
〜
一
八
時

・
土
曜
日

一
〇
時
〜
一
六
時

�.

回
数

制
限
な
し

(

一
回
に
つ
き
一
〇
冊)

�.

頁
数

一
回
に
つ
き
八
〇
頁

(

著
作
権
法
の
範
囲
内)

②
後
日
複
写

�.

申
込
時
間

・
月
〜
金
曜
日

一
〇
時
〜
一
八
時
三
〇
分

・
土
曜
日

一
〇
時
〜
一
六
時
三
〇
分

�.

回
数
・
頁
数

制
限
な
し

(

著
作
権
法
の
範
囲
内)

③
オ
ン
ラ
イ
ン
複
写

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。｢

雑
誌
記
事
索
引｣

収
録

論
文
に
つ
い
て
、
掲
載
誌
を
請
求
す
る
こ
と
な
く
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

端
末
の

検
索
結
果
か
ら
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
で
複
写
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

�.

申
込
時
間

・
月
〜
金
曜
日

一
〇
時
〜
一
七
時
三
〇
分

・
土
曜
日

一
〇
時
〜
一
五
時
三
〇
分

�.

回
数

制
限
な
し

(

一
回
に
つ
き
三
件)

�.

頁
数

制
限
な
し

(

著
作
権
法
の
範
囲
内)

４.

関
西
館
所
蔵
資
料
の
利
用

東
京
本
館
の
来
館
利
用
者
が
、
関
西
館
所
蔵
資
料
を
利
用
す
る
場

合
に
、
即
日
伝
送
複
写
、
来
館
遠
隔
複
写
、
取
寄
せ
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
申
込
時
間
を
一
部
延
長
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
ま
す
。

５.

一
般
研
究
室
制
度
の
廃
止

開
館
時
間
の
延
長
お
よ
び
利
用
制
度
の
改
革
に
伴
い
、
一
般
研
究

室
制
度
は
、
平
成
一
六
年
九
月
三
〇
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

【
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
】

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。

１.

東
京
本
館
来
館
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入

東
京
本
館
に
お
い
て
は
本
年
一
〇
月
か
ら
東
京
本
館
来
館
利
用
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
入
館
か
ら
資
料
の
検
索
、
請
求
、
複
写
、
返
却
、

退
館
ま
で
の
流
れ
を
シ
ス
テ
ム
化
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
利
用
者
制

度
を
本
格
的
に
導
入
し
ま
す
。
登
録
利
用
者
に
は
、
登
録
利
用
者
カ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
、
入
館
に
際
し
て
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

(
登
録
利
用
者
は
、
現
在
で
も
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
経
由
で
郵
送
複
写
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
本
年
一
〇
月
ま
で
に
利
用
者
登
録
を
済
ま
せ
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て
お
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。)

２.

新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

①
入
退
館

新
装
開
館
以
降
入
退
館
は
東
京
本
館
来
館
利
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

館
内
利
用
カ
ー
ド
発
行
、
ゲ
ー
ト
通
過
に
よ
る
入
退
館
管
理
方
式
に

な
り
ま
す
。
来
館
時
に
は
、
利
用
カ
ー
ド
発
行
機
で
必
要
事
項
を
入

力
し
て
利
用
カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
ま
す
。
登
録
利
用
者
は
、
登
録

利
用
者
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
だ
け
で
利
用
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
カ
ー
ド
は
資
料
の
請
求
、
貸
出
し
、

返
却
、
複
写
申
込
み
等
で
使
用
し
、
退
館
時
に
退
館
ゲ
ー
ト
で
回
収

さ
れ
ま
す
。

②
資
料
の
検
索
、
利
用
等

資
料
の
検
索
は
、
利
用
カ
ー
ド
を
使
い
、
館
内
目
録
ホ
ー
ル
に
設

置
さ
れ
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
で
行
い
ま
す
。
検
索
画
面
で
資
料
の
所
在

情
報
や

｢

利
用
中｣

な
ど
の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。
資
料
の
請
求

は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
経
由
で
直
接
申
し
込
み
ま
す
。
資
料
の
到
着
は
、

館
内
到
着
表
示
モ
ニ
タ
ー
お
よ
び
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
で
確
認
で
き
ま
す
。

資
料
の
受
取
・
返
却
の
際
に
も
、
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

③
複
写

複
写
は
、
従
来
の
手
書
き
申
込
み
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
複
写
用
端
末

に
よ
る
申
込
用
紙
作
成
に
変
わ
り
ま
す
。
複
写
申
込
み
や
複
写
製
品

の
受
取
な
ど
も
利
用
カ
ー
ド
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
装
開
館
以
降
は
、
入
館
か
ら
利
用
・
複
写
を
経
て

退
館
に
至
る
ま
で
の
各
種
手
続
き
の
簡
素
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化

が
実
現
さ
れ
ま
す
。

三

新
装
開
館
に
向
け
て
の
お
願
い

前
述
の
よ
う
に
、
新
装
開
館
に
向
け
て
全
面
的
な
シ
ス
テ
ム
導
入

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
稼
働
、
導
入
作
業
の

た
め
に
各
種
の
テ
ス
ト
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
シ
ス

テ
ム
へ
の
全
面
的
な
移
行
の
た
め
の
大
規
模
な
リ
ハ
ー
サ
ル
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
次
の
日
程
で
東
京
本
館
、
関
西
館
の
臨

時
休
館
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

①
東
京
本
館
臨
時
休
館
日

六
月
二
二
〜
二
五
日
、
七
月
二
六
日
、
八
月
二
〜
三
日
、

九
月
二
二
日
、
二
四
日
、
二
七
〜
三
○
日

②
関
西
館
臨
時
休
館
日

六
月
二
二
〜
二
四
日

ま
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

に
よ
る
検
索
、
申
込
み
サ
ー

ビ
ス
の
停
止
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
二
九
頁
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
本
館
新
装
開
館
の
た
め
に
利
用
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
装
開
館
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・

向
上
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
一
時
的
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
、

臨
時
休
館
等
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(

資
料
提
供
部
長

吉よ
し

永な
が

元も
と

信の
ぶ)
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(表) 東京本館の開館日､ 開館時間､ サービス等の変更

現 行 新 規

開
館
日
／
時
間

開館日 以下の休館日以外の日 原則月曜日から土曜日の
毎日

休館日 日曜日､ 土曜日 (第１･
３土曜日を除く)､ 第１･
３土曜日直後の月曜日､
祝・休日､ 年末年始､ １･
４･７･ 10月の第３土曜
日直前の水曜日

日曜日､ 祝・休日､ 年末
年始､ 資料整理休館日
(毎月第３水曜日)

開館時間 9:30～17:00 月曜～金曜 9:30～19:00
土曜 9:30～17:00

資
料
請
求

図書・雑誌
カウンター､
同別室

請求時間 9:30～16:00 月曜～金曜 9:30～18:00
土曜 9:30～16:00

請求件数 9:30～10:30は３件／回､
以降２件／回

３件／回

専門室
(書庫内資料
利用)

請求時間 9:30～16:00 月曜～金曜 9:30～18:00
(例外あり)

土曜 9:30～16:00

請求件数 原則として５件／回 原則として５件／回

複

写

即日複写 申込時間 10:00～16:00 月曜～金曜 10:00～18:00
土曜 10:00～16:00

回数・頁数 ５回／日､ 80頁／回 制限なし､ 80頁／回

後日複写 申込時間 10:00～16:30 月曜～金曜 10:00～18:30
土曜 10:00～16:30

回数・頁数 制限なし 制限なし

オンライン
複写

申込時間 現在は実施していない 月曜～金曜 10:00～17:30
土曜 10:00～15:30

回数 制限なし (３件／回)

頁数 制限なし

関
西
館
所
蔵
資
料

即日伝送複写 申込時間 月曜～金曜 10:00～12:00 月曜～金曜 10:00～12:00

件数・頁数 ２件／日､ 30頁／日 ２件／日､ 30頁／日

来館遠隔複写 申込時間 10:00～16:30 月曜～金曜 10:00～18:30
土曜 10:00～16:30

件数・頁数 ５件／日､ 制限なし ５件／日､ 制限なし

取寄せ 申込時間 9:30～16:00 月曜～金曜 9:30～18:00
土曜 9:30～16:00

件数 ５件／日 ５件／日

*複写の頁数制限なしは､ 著作権法の範囲内に限定されます｡



情
報
環
境
の
変
容
と
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割

第
四
四
回

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
を
開
催

平
成
一
六
年
二
月
二
六
日
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に

お
い
て
第
四
四
回
科
学
技
術
資
料
整
備
審
議
会
が
、
審
議
会
委
員

一
一
名

(

う
ち
一
名
代
理)

の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
当
館

か
ら
は
、
黒
澤
館
長
、
大
滝
副
館
長
以
下
一
三
名
が
出
席
し
た
。
ま

ず
進
行
役
の
渡
邉
幹
事

(
主
題
情
報
部
長)

か
ら
、
審
議
会
委
員
の

異
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
秋
本
俊
一
委
員
長
、
今
井
功
委
員
、

江
澤
洋
委
員
、
藤
原
鎮
男
委
員
の
四
名
の
委
員
が
退
任
し
、

倉
田
敬
子
、
塚
原
修
一
、
土
屋
俊
、
野
依
良
治
の
各
氏
が
就
任
し
た
。

ま
た
日
本
原
子
力
研
究
所
理
事
長
の
交
替
に
と
も
な
い
後
任
の

岡
崎
俊
雄
理
事
長
が
委
員
に
就
任
し
た

(

下
表
参
照)

。

黒
澤
館
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

四
〇
年
に
及
ぶ
当
審
議
会
の
活
動
に
よ
り
、
当
館
の
科
学
技
術
関
係

資
料
整
備
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
政
策
的
優
先
順
位
が
与

え
ら
れ
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
き
た
が
、
近
年
の
科
学
技
術
を
め
ぐ

る
情
報
環
境
や
社
会
状
況
の
急
激
な
変
化
を
ふ
ま
え
た
対
応
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
審
議
会
で
は

｢

情
報
環
境
の
変
容
と
国
立

国
会
図
書
館
の
役
割｣

に
つ
い
て
懇
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後

の
科
学
技
術
情
報
の
整
備
を
見
据
え
、
大
所
高
所
か
ら
の
審
議
を
期

待
す
る
。

続
い
て
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
日
本
図
書
館
協
会
会
長

(

前

京
都
大
学
総
長)

の
長
尾
委
員
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

委
員
長
か
ら
、
委
員
長
代
理
と
し
て
名
和
委
員
が
指
名
さ
れ
た
。

関
西
館
開
館
後
一
年
の
状
況

館
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
ま
ず
、
平
成
一
五
年
度
に
お
け
る
科
学
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科学技術関係資料整備審議会出席委員

朝倉 均 国際医学情報センター理事長

岡崎 俊雄 日本原子力研究所理事長＊

沖村 憲樹 科学技術振興機構理事長

倉田 敬子 慶應義塾大学文学部教授＊

末松 安晴 国立情報学研究所長

塚原 修一 国立教育政策研究所総括研究官＊

土屋 俊 千葉大学文学部教授＊

長尾 � 日本図書館協会会長

名和小太郎 国際大学グローバル・コミュニケー

ション・センター客員教授

野依 良治 理化学研究所理事長＊

(以上敬称略､ 50音順､ ＊は新任､ 肩書きは当時)

なお上記以外に丸山剛司委員 (文部科学省大

臣官房審議官) の代理として三浦春政研究振興

局情報課長が出席した｡



技
術
関
係
情
報
整
備
に
係
る
現
況
と
取
組
み
に
つ
い
て
、
渡
邉
幹
事

か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
平
成
一
六
年
度
科
学
技
術
関
係
予
算
の
規
模

と
同
一
五
年
度
の
執
行
状
況
、
外
国
雑
誌
、
電
子
情
報
の
収
集
状
況
、

さ
ら
に
関
西
館
開
館
後
の
科
学
技
術
資
料
の
利
用
状
況
な
ど
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
前
回
の
審
議
会
を
ふ
ま
え
て
策
定
し
た

｢

科
学
技

術
関
係
情
報
整
備
計
画
―
組
織
機
構
再
編
後
の
当
面
の
課
題
遂
行
と

館
内
体
制
に
つ
い
て
―｣

(

以
下

｢

整
備
計
画｣)

を
中
心
と
し
た
今

後
の
取
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

収
集
に
つ
い
て
は
、
外
国
雑
誌
の
価
格
高
騰
に
よ
る
資
料
の
購
入

打
ち
切
り
問
題
、
い
わ
ゆ
る
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
が
続
く
中

で
、
そ
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
約
一
万
タ
イ
ト
ル

(

う
ち
科
学
技

術
関
係
は
四
千
タ
イ
ト
ル
余)

の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
館
内
で
の
提

供
を
開
始
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
ま
た
遠
隔
複
写
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
申
込
み
が
可
能
な
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

関
西
館
開
館
後
一
年
で
、
従
来
八
万
件
台
で
推
移
し
て
い
た
複
写
処

理
件
数

(

論
文
数)

が
一
六
万
件
に
倍
増
し
た
こ
と
、
特
に
大
学
等

の
図
書
館
経
由
の
申
込
み
が
微
増
・
漸
増
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
個

人
利
用
者
か
ら
の
直
接
申
込
み
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
逐
次

刊
行
物
を
含
む
科
学
技
術
分
野
資
料
の
利
用
が
半
数
弱
を
占
め
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た

(

詳
細
は
、
九
〜
一
五
頁
参
照)

。

｢

整
備
計
画｣

に
つ
い
て
は
、
と
く
に
国
会
等
、
研
究
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
一
般
利
用
者

(

国
民)

と
い
う
三
つ
の
利
用
者
層
ご
と
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
整
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
国
の
科
学
技
術
政
策
の
動
向
と
電
子
情
報
に
留
意
し
た
資
料
・

情
報
の
重
点
的
整
備
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
こ
の
計
画
が
、
関
西
館
設
立
を
機
に
行
っ
た
機
構
再
編
後
の

全
館
的
な
資
料
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
体
制
強
化
の
た
め
に
策
定

さ
れ
た
こ
と
、
今
後
想
定
さ
れ
る
諮
問
・
答
申
を
受
け
て
策
定
さ
れ

る
次
期

｢

科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
基
本
計
画｣

ま
で
の
計
画
で
あ

る
こ
と
を
付
言
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
○
○
四
に
つ
い
て

続
い
て
、
二
月
に
策
定
さ
れ
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館

中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

に
つ
い
て
、
植
月
電
子
情
報
企
画
室
長
か
ら

概
要
報
告
を
行
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
資
源
の
収
集
を
は
じ
め
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
情
報
入

手
を
可
能
と
す
る
ポ
ー
タ
ル
機
能
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
、
そ
の
た

め
の
制
度
的
枠
組
み
の
整
備
や
関
係
機
関
と
の
協
力
の
推
進
な
ど
が

強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各
委
員
か
ら
当
館
の
電
子
図
書
館

計
画
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
活
発
な
質
問
・
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
課
題
の
大
き
さ
・

対
象
の
広
が
り
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
が
行
う
に
し
て
も
単
独
で

は
な
く
、
と
く
に
他
機
関
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
た
。

情
報
環
境
の
変
容
と
学
術
情
報
の
流
通

次
い
で
懇
談
に
移
り
、
世
界
的
な
情
報
環
境
の
変
容
の
中
で
、
日

本
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
科
学
技
術
、
学
術
情
報
流
通
に
先
進
的
に
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取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
二
人
の
委
員
か
ら
発
議
が
な
さ
れ
た
。
沖
村

委
員
が

｢

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
情
報
流
通
促
進
事

業
に
つ
い
て｣

、
ま
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
大
学
図
書
館
へ
の
導
入

や
日
本
発
の
学
術
情
報
流
通
の
基

盤
整
備
事
業
を
先
導
し
て
お
ら
れ

る
土
屋
委
員
が

｢
学
術
情
報
流
通

の
現
状
と
課
題｣

と
題
し
て
、
各
々

発
表
さ
れ
た
。
こ
の
発
表
お
よ
び

こ
れ
を
受
け
た
懇
談
に
お
い
て
は
、

日
本
の
科
学
技
術
論
文
の
八
〇
％

が
海
外
流
出
し
て
い
る
現
状
へ
の

危
機
感
が
表
明
さ
れ
、
わ
が
国
に

お
け
る
自
前
の
情
報
流
通
基
盤
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
商
業
出
版
社

に
よ
る
雑
誌
の
寡
占
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
新
た
な
国
際
的
動
向
と
し

て
、
商
業
出
版
に
対
抗
す
る
た
め
に
学
会
等
が
学
術
情
報
へ
の
無
料

(

ま
た
は
低
料
金)

の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
運
動
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

今
後
構
築
さ
れ
る
メ
タ
デ
ー
タ
に
基
づ
く
電
子
図
書
館
と
既
存
の
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
を
統
合
し
、
利
用
者
に
対
し
て
一
元
的
な
情
報
・
文
献
提
供

を
図
る
と
い
う
視
点
か
ら
の
問
題
提
起
も
な
さ
れ
た
。

一
方
、
過
去
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
が
専
用
機
器
の
販
売

中
止
、
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
変
遷
に
よ
り
利
用
で
き
な
く
な
る
事

態
が
す
で
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
国
立
国
会

図
書
館
と
し
て
も
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

た
。市

民
へ
の
科
学
技
術
情
報
発
信
の
重
要
性
と
国
立
国
会
図
書
館
の

今
後
の
役
割
へ
の
期
待
も
表
明
さ
れ
た
。

｢

報
告
書｣

策
定
に
向
け
作
業
部
会
を
設
置

委
員
の
関
心
と
論
議
は
、
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
情
報
の
流
通
に

と
っ
て
重
要
な
枠
組
み
と
な
る

｢

電
子
図
書
館｣

に
関
わ
る
諸
問
題

に
及
ん
だ
。
特
に
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

あ
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、懇
談
を
と
お
し
て
、
情
報
環
境
の
激
し
い
変
化
の
中
で
、

国
立
国
会
図
書
館
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
上
で
審
議
会
が
考

慮
す
べ
き
論
点
が
複
雑
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

さ
い
ご
に
、
今
回
提
起
さ
れ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行

う
た
め
の
作
業
部
会
を
設
置
し
、
そ
の
検
討
内
容
を
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
、
次
回
審
議
会

(

平
成
一
六
年
秋
を
想
定)

に
お
い
て
審
議

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
審
議
結
果
が
国
の
諸
計
画
等
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
進
め
た
い
と
の
長
尾
委
員
長
の
と
り
ま
と
め
が
了
承
さ
れ
審

議
会
は
終
了
し
た
。

(

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課)
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審議会風景 (右端が長尾委員長)



ホ
ウ
ホ
ケ
キ
ョ
、
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
。
青
い
空
の
下
、

う
ぐ
い
す
と
何
か
は
わ
か
ら
な
い
鳥
の
声
。
今
日
も

さ
わ
や
か
な
緑
の
風
に
吹
か
れ
て
出
勤
で
す
。
近
所

に
は
雉
も
出
て
く
る
と
い
う
関
西
館
の
二
階
に
、
収

集
整
理
課
は
あ
り
ま
す
。
係
は
三
つ
、
関
西
館
の
所

蔵
資
料
の
収
集
に
あ
た
る
収
集
第
一
係
と
収
集
第
二

係
、
そ
の
二
つ
の
係
で
収
集
し
た
資

料
の
整
理
を
担
当
す
る
整
理
係
で
す
。

今
回
は
整
理
係
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
東

京
本
館
だ
け
で
な
く
、
関
西
館
で
も

種
類
・
量
と
も
に
た
く
さ
ん
の
資
料

を
整
理
し
て
い
ま
す
。
整
理
す
る
資

料
の
種
類
は
六
種
類
。
①
和
図
書

②
洋
図
書

③
科
学
技
術
関
係
資
料

④
国
内
の
博
士
論
文

⑤
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
成
果
報
告
書

⑥
洋
雑
誌
で
す
。
雑
誌
・
新
聞
の
受
入
れ
を
加
え
て
、

係
と
し
て
は
七
種
類
の
仕
事
が
あ
り
、
七
人
で
一
つ

ず
つ
担
当
し
て
い
ま
す
。

和
図
書
は
、
東
京
本
館
で
作
成
す
る
書
誌
デ
ー
タ

に
関
西
館
の
所
蔵
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
ほ
か
の
資

料
群
は
、
関
西
館
だ
け
で
所
蔵
す
る
資
料
が
多
い
た

め
、
整
理
係
で
書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

係
七
名
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
量
を
扱
っ

て
い
る
の
で
、
洋
雑
誌
の
整
理
以
外
の
作
業
は
、
民

間
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
委
託
業
者
の
作
業
員

さ
ん
は
、
総
勢
約
二
〇
名
。
関
西
館
地
下
二
階
の
収

集
整
理
課
分
室
で
、
作
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

作
業
の
指
示
は
係
全
員
が
行
い
ま

す
。｢

係
員
全
員
が
社
長
み
た
い｣

と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。
社
長
は
常

に
決
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。
社
長
は
孤

独
で
す
。
他
社
の
社
長
は
我
が
社
の

業
務
内
容
に
は
詳
し
く
な
い
の
で
、

細
か
い
こ
と
は
一
人
で
考
え
て
決
め

ま
す
。
考
え
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
作
業
員
さ
ん
が
作
成
し
た
デ
ー

タ
が
正
し
い
か
資
料
と
突
き
合
わ
せ

て
抽
出
点
検
も
し
ま
す
。

新
し
い
資
料
が
次
々
と
流
れ
て
く
る
整
理
作
業
で

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
一
年

間
の
外
注
作
業
が
無
事
に
終
了
し
た
と
き
に
は
、

｢

や
っ
た
ね
！｣

っ
て
感
じ
で
す
。
京
都
勤
務
三
年

目
に
突
入
の
こ
の
春
、
細
腕
社
長
は
は
り
き
っ
て
ま

す
。

(

関
西
館
資
料
部
収
集
整
理
課
整
理
係

ケ
ー
ン)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
一
回

記
録
の
中
の

｢

幻
獣｣

た
ち

平
成
一
六
年

五
月

一
日

(

土)

か
ら

六
月
三
〇
日

(

水)

ま
で

於

本
館
目
録
ホ
ー
ル
入
口

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
一
七
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設

展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡

単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t

/
in

d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本
を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



１

は
じ
め
に

平
成
一
四
年
四
月
、
国
立
国
会
図
書
館
に
関
西
館
が
設
置
さ
れ
、

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

(

図
書
館
間
貸
出
し
、
遠
隔
複
写)

の
窓
口
の

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
関
西
館
は
同
年
一
〇
月
に
開
館
し
た

が
、
開
館
後
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
本
誌
五
一
二
号

(

二
〇
〇
三

年
一
一
月)

の

｢

開
館
一
年
を
迎
え
た
関
西
館

所
蔵
資
料
と
利
用

の
概
況｣

の
中
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
第
四
四
回
科
学

技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会

(

五
〜
七
頁
参
照)

で
の
当
館
側
報
告

準
備
の
一
環
で
、
科
学
技
術
分
野
の
資
料
に
焦
点
を
当
て
て
遠
隔
複

写
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
状
況
の
分
析

(

注)

を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
紹
介
す
る
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
科
学
技
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
―
関
西
館
開
館
後
の
遠
隔
複
写
を
め
ぐ
っ
て
―

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課

関
西
館
開
館
を
契
機
と
す
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

の
公
開
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
の
複
写
申
込
受
付
等
の
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
図
書
館
を
経
由
し
な
い
個
人
か
ら
の
複
写
申
込
み
が
急
増
し
た
。

資
料
の
種
別
で
は
和
逐
次
刊
行
物
の
申
込
み
の
伸
び
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、
雑
誌
記
事
索
引
の
公
開
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
科
学
技
術
分
野
の
資
料
に
絞
っ
て
見
て
み
て
も
、
和
逐
次
刊
行
物
の
利
用
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
洋
逐
次
刊
行

物
と
欧
文
会
議
録
の
利
用
も
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
利
用
者
別
で
は
、
大
学
図
書
館
で
和
逐
次
刊
行
物
の
利
用
が
大
き
い
の

に
対
し
、
専
門
図
書
館
と
個
人
で
は
洋
逐
次
刊
行
物
の
割
合
が
比
較
的
高
く
、
欧
文
会
議
録
な
ど
の
科
学
技
術
資
料
の
利
用

も
多
い
。
当
館
所
蔵
の
有
用
な
図
書
館
資
源
を
、｢

科
学
技
術
創
造
立
国｣

に
役
立
て
、
ま
た
国
民
に
対
し
、
広
く
か
つ
直

接
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。



２

平
成
一
〇
年
度
か
ら

一
五
年
度
ま
で
の
申
込
論

文
数
の
推
移

表
１
は
過
去
六
年
間
の

遠
隔
複
写
の
申
込
状
況
を

利
用
者
別
に
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
国
内

申
込
分
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
が
図
１
で
あ
る
。
平

成
一
四
年
度
に
関
し
て
は
、

関
西
館
開
館
直
後
か
ら
一

年
間
の
利
用
状
況
を
探
る

た
め
、
あ
え
て
平
成
一
四

年
一
〇
月
か
ら
一
五
年
九

月
ま
で
の
期
間
の
申
込
数

に
置
き
換
え
て
あ
る
。
関

西
館
開
館
前
は
国
内
の
申

込
み
が
年
間
約
八
万
五
千

論
文
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

開
館
後
の
一
年
間
で
は
約

一
六
万
論
文
と
、
ほ
ぼ
倍

増
し
た
。
平
成
一
五
年
度

の
申
込
数
で
は
さ
ら
に
約
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表１ 平成10年度～15年度の利用者別申込数の推移 (単位：論文数)

平 成 国内計
利用者別 (国内)

国外
大学図書館 公共図書館 専門図書館 個 人

10年度 86,089 37,596 44% 15,676 18% 16,750 19% 16,067 19% 2,118

11年度 81,895 35,043 43% 16,830 21% 16,358 20% 13,664 17% 2,079

12年度 85,717 36,371 42% 17,230 20% 16,073 19% 16,043 19% 1,930

13年度 84,902 35,543 42% 17,993 21% 14,648 17% 16,718 20% 4,229

14年10月
～15年９月

159,809 39,699 25% 17,398 11% 19,370 12% 83,342 52% 1,710

15年度 209,316 42,247 20% 18,330 9% 21,719 10% 127,020 61% 1,895

図１ 平成10年度～15年度の利用者別 (国内) 申込数の推移
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二
一
万
論
文
と
飛
躍
し
て
い
る
。

特
に
図
書
館
を
経
由
し
な
い
個
人
か
ら
の
申
込
み
が
急
増
し
て
お

り
、
こ
の
個
人
の
増
加
分
が
そ
の
ま
ま
全
体
の
申
込
論
文
数
の
伸
び

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
要
因
は
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
公
開
と
、
こ
れ
ま
で
複
写
申
込
み
の
主
流
を
な
し

て
い
た
図
書
館
経
由
に
よ
る
も
の
か
ら
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
個
人
の
登
録
利
用
者
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
直
接
申

し
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に

よ
り
蔵
書
の
検
索
か
ら
直
接
複
写
の
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
当
館
の
複

写
申
込
み
を
倍
増
さ
せ
た
個
人
の
情
報
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

当
館
の
蔵
書
構
築
に
反
映
さ
せ
る
意
味
で
も
、
個
人
に
的
を
絞
っ
た

利
用
動
態
等
の
分
析
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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図２－１ 申込方法別の遠隔複写利用
平成14年10月～15年９月
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図２－２ 利用者別に見た遠隔複写利用
平成14年10月～15年９月



ま
た
、
関
西
館
開
館
後
一
年
間
の
遠
隔
複
写
利
用

(

国
内)

を
申

込
方
法
別
・
利
用
者
別
に
示
し
た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
図
２
‐
１
、

図
２
‐
２
で
あ
る
。
図
中
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
一
般
と
あ
る
の
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

｢

一
般
資
料
の
検
索｣

、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
雑
索
は

｢

雑
誌
記

事
索
引
の
検
索｣

の
検
索
結
果
か
ら
、
各
々
直
接
複
写
申
込
み
を
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
、
国
立
情
報
学
研
究
所

を
通
じ
て
主
と
し
て
大
学
図
書
館
か
ら
の
申
込
み
を
受
け
付
け
る

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
込
み
で
あ
る
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
の
申
込
み
は
個
人
で
は
約
六
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
一
方
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
が
主
流
の
大
学

図
書
館
で
は
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
最
新

の
平
成
一
五
年
度
の
数
字
に
よ
れ
ば
、
大
学
図
書
館
も
含
め
て
全
体

と
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
の
申
込
み
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

３

関
西
館
開
館
後
の
科
学
技
術
分
野
の
複
写
申
込
状
況

表
２

(

一
三
〜
一
二
頁)

は
、
一
五
か
月
間
に
わ
た
る
資
料
群
別

の
複
写
申
込
件
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
科
学
技
術
資
料

と
は
表
２
中
の
欧
文
会
議
録
以
下
五
種
類
の
資
料
を
指
す
。
ま
た
、

科
学
技
術
分
野
資
料
と
は
こ
れ
に
和
逐
次
刊
行
物
、
洋
逐
次
刊
行
物
、

図
書
の
う
ち
科
学
技
術
系
に
分
類
さ
れ
た
資
料
を
加
え
た
包
括
的
な

も
の
で
あ
る
。
上
の
表
は
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム

(

注
参
照)

経
由
の
申
込
み
で
、
同
時
期
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
経
由
申
込
み
に
つ

い
て
も
参
考
の
た
め
下
に
併
記
し
た
。
上
の
表
で
は
ど
の
資
料
群
に
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５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計

※
い
ず
れ
も
申
込
単
位
な
の
で
論
文
単
位
の
件
数
と
は
数
値
が
異
な
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ

Ｌ
Ｌ
経
由
に
は
請
求
記
号
未
入
力
な
ど
の
理
由
で
分
野
を
特
定
し
て
抽
出
で
き
な
い

申
込
み
が
あ
る
の
で
、
実
際
の
科
学
技
術
分
野
の
件
数
は
こ
れ
よ
り
20
％
程
度
多
い
。

2,379 2,198 2,248 2,516 2,121 2,860 2,787 2,513 29,168

1,818 1,760 1,967 1,734 1,821 2,062 1,855 2,197 26,364

132 123 122 158 161 190 204 168 2,092

106 121 143 115 163 127 111 145 1,798

16 16 10 30 9 8 10 78 431

2 5 0 4 9 11 6 3 100

0 6 5 2 2 1 3 1 27

1 9 3 3 11 0 9 2 99

125 157 161 154 194 147 139 229 2,455

4,454 4,238 4,498 4,562 4,297 5,259 4,985 5,107 60,079

9,698 9,086 9,965 11,400 10,720 12,432 12,466 11,678 135,359

770 676 748 699 640 854 744 824 9,548

104 112 97 88 126 92 107 120 1,442

36 46 55 28 29 40 42 53 527

35 21 38 19 38 47 28 56 464

945 855 938 834 833 1,033 921 1,053 11,981

2,463 2,394 2,825 2,324 2,380 3,008 2,574 2,850 35,156



つ
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
個
人
申
込
み
が
始
ま
っ
た
平

成
一
五
年
一
月
に
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
資
料
群
別
で
は
、

和
逐
次
刊
行
物
の
伸
び
が
約
三
倍
と
著
し
い
。
洋
逐
次
刊
行
物
も
順

調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
が
、
和
洋
の
比
率
に
逆
転
が
見
ら
れ
た
。

和
の
急
速
な
伸
び
は
雑
誌
記
事
索
引
公
開
の
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

図
書
と
科
学
技
術
資
料
は
平
成
一
五
年
一
月
以
降
微
増
な
い
し
横
ば

い
で
あ
る
。
た
だ
し
科
学
技
術
資
料
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
リ

ポ
ー
ト
な
ど
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
検
索
で
き
な
い
も
の
が
多
数

あ
っ
た
。
こ
の
五
月
、
約
一
七
二
万
件
の
デ
ー
タ
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
は
申
込
み
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
科
学
技
術
資

料
の
内
訳
を
見
る
と
、
欧
文
会
議
録
の
申
込
み
が
最
も
多
い
。
一
方
、

参
考
ま
で
に
つ
け
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
経
由
の
数
値
か
ら
も
和
逐
次

刊
行
物
の
大
き
な
伸
び
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
科
学
技
術
資

料
に
つ
い
て
は
内
訳
の
集
計
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
安

定
し
た
利
用
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
３
は
、
同
時
期
の
デ
ー
タ
を
利
用
者
別
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
か
ら
は
個
人
の
直
接
申
込
み
が
約
三
倍
と
大
幅
な
増
加
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
書
館
の
中
で
は
専
門
図
書
館
の
増
加

率
が
約
二
倍
と
高
い
。
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
Ｎ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
経
由
の
申
込
件
数
が
多
い
の
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
経

由
を
大
学
分
と
し
て
加
算
し
た
値
を
グ
ラ
フ
中
に
入
れ
た
。
こ
れ
を

見
る
と
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
も
全
体
と
し
て
専
門
図
書
館
と
同
程

度
の
複
写
申
込
み
が
あ
り
、
期
間
を
通
じ
て
確
実
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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表
２

科
学
技
術
分
野
資
料
の
遠
隔
複
写
申
込
件
数
の
推
移

(

資
料
群
別)

平成14年
10月 11月 12月

平成15年
１月 ２月 ３月 ４月

和逐次刊行物 728 941 878 1,754 1,722 1,762 1,761

洋逐次刊行物 1,250 1,311 1,199 1,831 2,009 1,914 1,636

図 書 83 71 66 153 134 176 151

科
学
技
術
資
料

欧文会議録 74 93 72 148 178 115 87

リポート 47 19 47 37 58 33 13

規 格 16 6 12 8 4 2 12

海外学位論文 0 0 0 1 2 0 4

学協会ペーパー 16 28 7 5 4 0 1

小 計 153 146 138 199 246 150 117

科学技術分野資料合計 2,214 2,469 2,281 3,937 4,111 4,002 3,665

基盤システム経由申込全体 4,361 5,330 4,640 9,384 8,544 8,287 7,368

参考) NDL-ILL 経由

内

訳

和逐次刊行物 487 521 622 508 430 530 495

洋逐次刊行物 75 90 115 76 72 69 99

図 書 38 24 26 34 20 23 33

科学技術資料 43 18 24 23 24 23 27

科学技術分野資料合計 643 653 787 641 546 645 654

NDL-ILL 経由申込全体 2,224 2,199 2,374 2,007 1,863 1,946 1,725



表
３
は
表
２
の
合
計
欄
の
数
値
を
利
用
者
別
、
資
料
群
別
に
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。
図
４
で
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
経
由
の
申
込
み
を

大
学
図
書
館
分
と
し
て
加
算
し
て
あ
る
。
専
門
図
書
館
を
除
く
と
、

ど
の
利
用
者
種
別
で
も
和
逐
次
刊
行
物
の
複
写
が
最
も
多
い
。
特
に
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図３ 科学技術分野資料の遠隔複写申込件数の推移 (利用者別)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ14年
10月

Ｈ15年
２月12月 ４月 ６月 ８月 10月 12月

公共図書館 大学図書館 (NDL-ILL 含む)

専門図書館 海外図書館 個人

(件)

表３ 科学技術分野資料の遠隔複写申込件数 (利用者別､ 資料群別)
(単位：件)

図 書 館

個人
公共

大 学
専門 海外

基盤システム NDL-ILL

和逐次刊行物 3,602 3,522 9,548 4,604 192 17,248

洋逐次刊行物 1,264 868 1,442 10,116 25 14,091

図 書 355 209 527 480 23 1,025

科
学
技
術
資
料

欧文会議録 8 133 559 17 1,081

リポート 1 37 114 0 279

規 格 2 2 25 0 71

海外学位論文 1 4 7 0 15

学協会ペーパー 0 10 10 0 79

小 計 12 186 464 715 17 1,525

科学技術分野資料合計 5,233 4,785 11,981 15,915 257 33,889

遠隔複写全体 15,800 11,919 35,156 19,952 793 86,895

(件)
図４ 科学技術分野資料の遠隔複写申込件数 (利用者別､ 資料群別)
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大
学
図
書
館
で
は
洋
よ
り
和
の
逐
次
刊
行
物
を
当
館
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
専
門
図
書
館
で
は
洋
逐
次
刊
行
物
の
申

込
み
が
最
も
多
く
、
対
全
複
写
申
込
件
数
で
五
割
を
占
め
る
。
欧
文

会
議
録
な
ど
科
学
技
術
資
料
に
つ
い
て
は
個
人
申
込
み
が
多
い
こ
と

も
わ
か
る
。

な
お
、
逐
次
刊
行
物
に
は
雑
誌
と
新
聞
が
含
ま
れ
る
が
、
和
も
洋

も
申
込
み
の
大
部
分
は
雑
誌
で
あ
り
、
今
回
目
立
っ
て
増
加
し
た
の

も
雑
誌
の
方
で
あ
る
。

４

お
わ
り
に

当
館
の
科
学
技
術
資
料
整
備
は
、
わ
が
国
の
戦
後
復
興
や
高
度
成

長
を
情
報
流
通
の
面
か
ら
下
支
え
し
て
き
た
。
今
日
、
国
の
科
学
技

術
政
策
は
、
社
会
環
境
の
変
化
や
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進
展
に

よ
り
、
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。
第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お

い
て
は
、
経
済
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
新
た
な

｢
科
学
技
術
創

造
立
国｣

を
提
唱
す
る
一
方
、｢

社
会
の
た
め
の
、
社
会
の
中
の
科

学
技
術｣

を
強
調
し
て
い
る
。
食
の
安
全
問
題
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
脅
か
す
疾
病
の
地
球
規
模
で

の
蔓
延
等
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
事
案
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
う

し
た
国
民
が
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
国
会
審
議
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
科

学
技
術
に
関
わ
る
情
報
ニ
ー
ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
応
え
る
こ
と
は

当
館
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
有
用
な
図
書
館
資
源
・

科
学
技
術
情
報
を
、
国
全
体
の
情
報
基
盤
と
位
置
付
け
、
国
民
各
層

の
中
に
広
く
か
つ
直
接
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(

注)

今
回
の
調
査
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
月
の
業
務
統
計

(

複
写
依

頼
の
あ
っ
た
論
文
・
記
事
単
位
。
一
冊
の
雑
誌
で
も
、
こ
の
中
の
二
つ
の
論

文
の
複
写
依
頼
が
あ
れ
ば

｢

２｣

と
算
定
す
る
。)

か
ら
必
要
な
デ
ー
タ
を

採
取
し
た
が
、
科
学
技
術
資
料
を
中
心
と
し
た
申
込
状
況
に
つ
い
て
は
、
電

子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム

(

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
を
支
え

る
基
幹
シ
ス
テ
ム)

か
ら
科
学
技
術
分
野
の
デ
ー
タ
を
自
動
抽
出
し
た
。
こ

れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
謝
絶
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
集
計
数
値
に
は
、
請
求
記

号
か
ら
分
野
を
特
定
で
き
な
い
国
内
博
士
論
文
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
欧
文

会
議
録
等
の
科
学
技
術
資
料
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
タ
イ
ト
ル
等
を
参
照

し
、
手
作
業
で
集
計
し
た
。
当
館
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
国
立
情
報
学
研
究
所

と
の
連
携
協
力
に
よ
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム

(

各
大
学
図
書
館
経
由

の
複
写
依
頼
の
シ
ス
テ
ム)

も
並
行
し
て
利
用
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ

Ｌ
経
由
申
込
み
の
分
析
の
た
め
に
国
立
情
報
学
研
究
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
同
研
究
所
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

(
主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課

佐さ

藤と
う

典の
り

子こ

・
久
き
ゅ
う

古こ

聡さ
と

美み

、

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課

小こ

林
ば
や
し

一か
ず

春は
る

・
福ふ
く

田だ

亮
あ
き
ら)
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
展
望

一

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
は
、
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム

(

以
下

｢

当
シ
ス
テ
ム｣

と
い

う
。)

の
運
用
を
一
四
八
館
の
参
加
を
得
て
開
始
し
た
。
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
は
、
全
国
の
図
書
館
で
日
々
行

わ
れ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
等
の
提
供
を
得
て
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
の
業
務
お

よ
び
一
般
の
人
々
の
情
報
検
索
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
あ
る
。
当
館
で
は
、
平
成
一
四
年
度
と
一
五
年
度
の
二
か
年
を

か
け
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
事
業
は
、
館
種
、
規
模
お
よ
び

地
域
を
問
わ
ず
、
全
国
の
図
書
館
が
協
同
し
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
前
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
、
参
加
館
の
加
入
状
況
お
よ
び
事

例
デ
ー
タ
の
登
録
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
も
言
及
す
る
。

二

シ
ス
テ
ム
の
概
要

(

一)

シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
成

当
シ
ス
テ
ム
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

(

利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
主
題
別
の
調
べ
方
等)

、
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(

特
別
文
庫
、
個
人

文
庫
等
の
目
録)

、

参
加
館
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル

(

参
加
館
の
特
色

等)

の
四
つ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
構

成
さ
れ
る

(

図
１)

。

当
シ
ス
テ
ム
は
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
核
と
し
て
、
デ
ー

タ
登
録
、
管
理
、
検

索
、
参
加
館
支
援
等

の
機
能
を
持
つ
。
参

加
館
は
、
ウ
ェ
ブ
ブ

ラ
ウ
ザ
を
使
っ
て
ア

ク
セ
ス
し
、
デ
ー
タ

の
登
録
、
修
正
・
削

除
、
検
索
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
当
シ
ス
テ
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ム
の
一
般
利
用
者
へ
の
公
開
後
は
、
一
般
利
用
者
も
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ

ザ
を
使
っ
て
一
般
公
開
用
の
デ
ー
タ
を
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

(

二)

シ
ス
テ
ム
機
能
の
紹
介

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

(

図
２)

か
ら
、
前
述
の
四
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
横
断
的
に
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
事
例
は
自
館

の
み
参
照
、
参
加
館

公
開
、
一
般
公
開
の

三
つ
の
公
開
レ
ベ
ル

に
よ
り
区
分
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
公
開
レ
ベ
ル
別

に
も
対
象
の
範
囲
を

定
め
て
検
索
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
自
館
作
成
の

デ
ー
タ
あ
る
い
は
調

べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

限
定
し
て
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

よ
り
詳
細
に
検
索

が
し
た
い
場
合
は
、

詳
細
検
索
を
利
用
す

る(

図
３)

。
各
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
単
位
で
検
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索
語
を
入
力
す
る
項
目
を
五
個
選
択
し
、
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
館
種
別
、
事
例
作
成
日
、
調
査
種
別
、
内
容
種
別
、
質
問
者

区
分
、
日
本
十
進
分
類
等
で
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

参
加
館
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
や
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
デ
ー

タ
を
直
接
シ
ス
テ
ム
画
面
か
ら
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

図
４)

。

当
シ
ス
テ
ム
で
は
、

管
理
番
号
、
公
開

レ
ベ
ル
、
質
問
の

各
事
項
の
登
録
を

必
須
と
し
た
。
事

例
公
開
の
際
に
は
、

回
答
の
登
録
も
必

須
と
な
る
。
そ
の

他
の
項
目
の
入
力

は
参
加
館
の
任
意

と
な
っ
て
い
る
が
、

プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー

や
参
照
機
能
に
よ

り
、
参
加
館
に
よ

る
デ
ー
タ
入
力
を

し
や
す
く
す
る
工

夫
を
し
て
い
る
。

参
加
館
の
シ
ス

テ
ム
環
境
に
合
わ
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せ
て
、
当
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め
、
当
館

で
は
、
参
加
館
が
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
の
エ
ク
セ
ル
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
の
デ
ー
タ
を
当
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
た
め
の

登
録
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
参
加
館
に
配
布
し
て
い
る

(

図
５)

。
こ
れ
に
よ
り
、
当
シ
ス
テ
ム
の
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
基

づ
き
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
参
加
館
か
ら
一
度
に
登

録
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

三

実
験
事
業
参
加
館
の
状
況

平
成
一
五
年

九
月
か
ら
一
一

月
ま
で
、
第
一

回
目
の
参
加
館

の
募
集
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、

参
加
館
は
国
立

国
会
図
書
館
、

支
部
図
書
館
二

館
、
公
立
図
書

館
七
八
館
、
大

学
図
書
館
五
一

館
、
専
門
図
書

館
一
六
館
、
総

計
一
四
八
館
と
な
っ
て
い
る

(

図
６)

。
事
業
に
参
加
す
る
た
め
の

条
件
と
し
て
、
館
種
を
問
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
端
末
が
利
用
で
き
る
こ
と
お
よ
び
登
録
件
数
を
一
件
以
上
と
し
た

こ
と
か
ら
多
く
の
図
書
館
の
参
加
を
得
た
。

都
道
府
県
立
図
書
館
の
参
加
は
、
四
二
館
で
都
道
府
県
単
位
で
は

三
七
都
道
府
県

(

全
都
道
府
県
の
約
八
割)

が
参
加
し

(

図
７)

、

政
令
指
定
都
市
立
で
は
七
館

(

全
体
の
五
割
強)

の
参
加
と
な
っ
て

い
る
。
大
学
図
書
館
に
お
い
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
処
理
件
数
の
多

い
有
力
大
学
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
医
学
や
芸
術
系
等
専
門
性
の
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(図７) 都道府県立図書館の参加



高
い
単
科
大
学
の
参
加
も
見
ら
れ
る
。
専
門
図
書
館
に
お
い
て
は
、

経
済
や
産
業
系
等
の
特
色
の
あ
る
図
書
館
が
参
加
し
て
い
る
。

四

デ
ー
タ
の
登
録
状
況

平
成
一
六
年
四
月
五
日
現
在
、
四
、一
六
四
件
の
デ
ー
タ
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
三
、九
九
四
件
、
調
べ

方
マ
ニ
ュ
ア
ル
一
六
三
件
、
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
七
件
と
な
っ
て
い

る
。デ

ー
タ
の
登
録
件
数
の
館
種
別
割
合
は
、
公
立
図
書
館
六
三
％
、

専
門
図
書
館
二
七
％
、
大
学
図
書
館
四
％
、
国
立
国
会
図
書
館
六
％

と
な
っ
て
い
る
。
全
般
的
に
は
公
立
図
書
館
の
デ
ー
タ
登
録
比
率
が

高
く
、
内
容
は
郷
土
資
料
に
関
す
る
事
例
が
数
多
く
登
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
か
ら
は
特
定
テ
ー
マ
に
よ
る

事
例
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
登
録
件
数
自
体
は
多
く
は
な
い
が
、
様
々

な
場
合
に
役
立
つ
興
味
深
い
事
例
が
見
ら
れ
る
。

公
開
レ
ベ
ル
別
の
割
合
は
、
自
館
参
照
レ
ベ
ル
二
四
％
、
参
加
館

公
開
レ
ベ
ル
二
六
％
、
一
般
公
開
レ
ベ
ル
五
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

当
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
事
例
を
見
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
芸

術
や
地
域
文
化
等
に
至
る
ま
で
、
実
に
様
々
な
内
容
の
質
問
が
図
書

館
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
対
し
て
、
図
書
館
員
が
所
蔵
資
料
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
に

よ
り
的
確
に
回
答
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

〜
参
加
館
の
登
録
事
例
の
質
問
事
項
か
ら
〜

｢

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
オ
ス
カ
ー
像
が
手
に
し
て
い
る
も
の
は
何
か｣

｢『

な
せ
ば
な
る』

で
始
ま
る
名
文
句
の
作
者
を
知
り
た
い｣

｢

桜
餅
は
い
つ
売
り
出
さ
れ
た
か
知
り
た
い｣

｢

だ
る
ま
に
目
を
入
れ
る
時
、
ど
ち
ら
を
先
に
い
れ
る
の
か
知
り

た
い｣

｢

寺
院
の
名
に
山
号
が
冠
せ
ら
れ
る
の
は
何
故
か
知
り
た
い｣

｢『

油
断』

の
語
源
と
な
っ
た
涅
槃
経
の
部
分
を
読
み
た
い｣

｢

月
極
駐
車
場
の

『

月
極』

は
な
ぜ

『

月
決
め』

で
は
な
い
の
か｣

｢

さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
分
か
る
資
料
は
な
い
か｣

｢

タ
イ
料
理
ト
ム
・
ヤ
ム
・
ク
ン
の

『

ト
ム』

『

ヤ
ム』

『

ク
ム』

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
を
知
り
た
い｣

現
時
点
に
お
い
て
半
数
の
デ
ー
タ
が
一
般
公
開
レ
ベ
ル
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
当
初
の
予
想
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
自
館
参
照
レ

ベ
ル
と
な
っ
た
デ
ー
タ
も
、
今
後
事
例
内
容
の
編
集
が
行
わ
れ
、
順

次
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

五

実
験
事
業
の
課
題

立
ち
上
げ
か
ら
三
年
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
に
は
、
多
く
の
課
題

が
あ
る
。

(

一)
事
例
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
整
備
の
必
要

性
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
は
従
来

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
事
例
デ
ー
タ
を
選

択
し
、
作
成
す
る
か
に
つ
い
て
、
図
書
館
員
の
間
に
は
今
の
と

こ
ろ
明
確
な
共
通
認
識
は
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
事
例

デ
ー
タ
の
品
質
維
持
の
た
め
に
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(

二)

事
例
デ
ー
タ
の
拡
充

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
参
加
館
、
ま
た
一
般
利
用
者
に
役
立
つ

た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
確
保
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
機
関
の
協
力
を
得
、
多
数

の
質
の
高
い
事
例
デ
ー
タ
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

三)

機
能
拡
張
の
必
要
性

現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
検
索
機
能
高
度
化
や
、
参
加
館

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
機
能
な
ど
、
事
業

の
進
展
に
伴
い
新
し
い
機
能
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。

六

平
成
一
六
年
度
の
予
定

平
成
一
六
年
度
は
次
の
事
項
を
事
業
目
標
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

一)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
追

加

(

二)

参
加
館
の
意
見
等
の
汲
み
上
げ

(

三)

参
加
館
の
拡
大

(

第
二
期
参
加
館
募
集)

(

四)

参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

(

五)

一
般
公
開

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
質
問
・
回
答
型
の
民
間
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
利
用
も
活
発
で
、
多
数
の
質
問
と
回
答
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
責
任
あ
る
組
織
的
実
態
を
も
っ
た
図
書
館
に
お

い
て
、
資
料
や
情
報
の
専
門
家
で
あ
る
図
書
館
員
が
資
料
に
基
づ
い

て
行
う
質
問
回
答
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
記
録
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
他
の
情
報
と
比
較
し
て
、
信
頼
性
が
高
い
情
報
源
と
言
え
る
。
こ

れ
ら
の
事
例
を
統
合
し
た
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
利
用
者
に
適
切
な

情
報
の
道
案
内
と
し
て
活
用
さ
れ
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
図
書
館
協
力
の

発
展
を
促
し
、
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
、
本
年
度
も
実
験
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
多
く
の
図
書
館
の
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

(

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課)

こ
の
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
研
究
企
画
係

電
話

〇
七
七
四
―
九
八
―
一
四
七
三

(

直
通)

E
-m

a
il

in
fo

-crd

＠n
d
l.g

o
.jp

こ
の
事
業
に
関
す
る
紹
介
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry

/
co

lla
b
o
-ref.h

tm
l
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世
界
大
風
呂
敷
展

布
で
包
む

も
の
と
心

特
別
展

国
立
民
族
学
博
物
館
・
千
里
文
化

財
団
編

千
里
文
化
財
団
刊

(

〒
565-
0826

吹
田

市
千
里
万
博
公
園
一
‐
一)

二
〇
〇
二
・
九

一
四
三
頁

Ａ
４

(K
B

16-H
8)

大
学
時
代
金
沢
に
旅
行
し
た
際
、
加
賀
友
禅
の
店

で
綺
麗
な
風
呂
敷
を
買
お
う
と
し
た
ら
、
近
付
い
て

き
た
店
員
に
、｢

ど
な
た
か
へ
の
お
土
産
物
で
す
か
？

お
祖
母
さ
ま
？｣

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

結
局
自
分
の
た
め
だ
と
言
い
出
し
か
ね
て
、
私
は
買

わ
ず
に
帰
っ
た
の
だ
が
、
若
い
く
せ
に
風
呂
敷
だ
な

ん
て
お
か
し
い
、
風
呂
敷
な
ん
て
古
臭
い
と
い
う
固

定
観
念
が
、
当
時
店
員
に
も
私
に
も
あ
っ
た
気
が
す

る
。
こ
の
本
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
が
二
〇
〇
二

年
一
〇
月
か
ら
開
催
し
た
特
別
展

｢

世
界
大
風
呂
敷

展
―
布
で
包
む

も
の
と
心｣

の
図
録
で
あ
る
が
、

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
見
事
に
固
定
観
念
が
打
ち
破

ら
れ
た
。

ま
ず
、
風
呂
敷
が
日
本
固
有
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
。｢

世
界
大
風
呂
敷
展｣

の
名
が
示
す
よ
う
に
、

こ
の
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
風
呂
敷
は
、
中
央

ア
メ
リ
カ
、
中
東
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
多
岐
に
わ
た

る

(

こ
の
展
覧
会
は

｢

風
呂
敷
の
よ
う
な
機
能
を
も

つ
布｣

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
言
う
と

い
わ
ゆ
る

｢

風
呂
敷｣

よ
り
も
広
い)

。
日
本
の
風

呂
敷
の
語
源
は

｢

風
呂
屋
で
の
敷
き
も
の｣

で
、
衣

服
の
包
み
に
使
わ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
ト
ル

コ
の
公
衆
浴
場
ハ
ン
マ
ー
ム
で
も
、
全
く
同
じ
使
わ

れ
か
た
を
し
て
い
る
ボ
フ
チ
ャ
と
い
う

｢

風
呂
敷｣

が
あ
る
と
い
う
。
遠
い
距
離
を
隔
て
た
共
通
性
が
と

て
も
興
味
深
い
。

そ
し
て
、｢

古
い｣

も
の
で
は
あ
る
が
決
し
て

｢

古
臭
い｣
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
世
界
最
古
の
風

呂
敷
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
正
倉
院
御
物
か
ら
始
ま
り
、

小
堀
遠
州
所
蔵
の
茶
道
具
風
呂
敷
の
美
し
さ
は
注
目

に
値
す
る
。
ど
こ
と
な
く
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
香
り
が

す
る
色
柄
だ
と
思
っ
た
ら
、
当
時
の
渡
来
品
の
裂

(

き
れ)

を
使
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん

世
界
各
地
の
風
呂
敷
も
そ
れ
に
負
け
て
い
な
い
。
染

め
・
織
り
・
刺
繍
…
さ
ま
ざ
ま
な
技
巧
を
凝
ら
し
て

作
り
上
げ
ら
れ
た
風
呂
敷
は
、
広
げ
た
と
き
の
み
な

ら
ず
、
包
ん
だ
と
き
の
美
し
さ
を
も
十
分
に
計
算
さ

れ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
図
録
が
、
風
呂
敷
の
広

げ
た
写
真
に
加
え
て
、
も
の
を
包
ん
だ
か
た
ち
の
写

真
や
、
実
際
に
世
界
各
地
で
同
型
の
風
呂
敷
を
使
っ

て
い
る
写
真
を
多
数
収
録
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
品

の
完
成
度
を
持
ち
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
実
用
品
で
あ

る
風
呂
敷
の
特
性
を
把
握
す
る
の
に
役
立
つ
。

最
後
に
、
こ
の
展
覧
会
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
現

在
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
風
呂
敷
文
化
を
見
直
す
た

め
に
、｢

未
来
の
風
呂
敷｣

と
題
し
て
新
し
い
風
呂

敷
の
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ヨ
ー

ガ
ン･

レ
ー
ル
氏
が
創
作
し
た
風
呂
敷
は
非
常
に
シ
ッ

ク
で
、
洋
服
姿
で
持
っ
て
も
全
く
違
和
感
が
な
い
よ

う
に
思
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼
の
創
作
し
た
風
呂

敷
と
図
録
の
前
半
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
・
世
界

の
風
呂
敷
と
を
見
比
べ
て
も
、
全
く
違
和
感
が
な
い

の
だ
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、
古
く
て
新
し
い
風
呂

敷
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
風
呂
敷
は
畳
ん
で
の
持
ち
運
び

も
簡
単
で
、
中
身
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
を
変
え
ら
れ
、

何
度
で
も
使
え
る
、
ま
さ
に
究
極
の
エ
コ
バ
ッ
ク
。

お
ま
け
に
色
や
柄
で
さ
り
げ
な
く
セ
ン
ス
を
主
張
す

る
こ
と
も
出
来
る
、
い
い
こ
と
づ
く
め
の
ア
イ
テ
ム

な
の
だ
。

私
も
風
呂
敷
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
。

(

落お
ち

美
都
里

み

ど

り)
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一

は
じ
め
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館

(

以
下
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ)

の
研
究
図
書

館
の
一
つ
で
あ
る
科
学
・
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
図
書
館

(
S

cien
ce,

In
d
u

stry
a
n

d
B

u
sin

ess
L

ib
ra

ry

以
下

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ)

は
、

一
九
九
六
年
の
開
館
以
来
、
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
で

名
高
く
、
す
で
に
菅
谷
明
子
氏
の

『

未
来
を
つ
く
る
図
書
館
―
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
の
報
告
―』

(

二
〇
〇
三
年

岩
波
書
店)

な
ど
に
よ

り
、
国
内
で
も
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
に
約
一
か
月
滞
在
し
、

同
館
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
内
側
か
ら
つ
ぶ
さ
に
見
る
機
会
を

得
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
特

に
国
立
国
会
図
書
館
と
は
事
情
が
異
な
る
項
目
に
重
点
を
お
い
て
、

紹
介
し
た
い
。

二

サ
ー
ビ
ス
の
土
台

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
は
一
〇
〇
万
冊
を
超
え
る
蔵
書
を
有
し
、
毎
週
火
・
水
・

木
曜
日
の
一
〇
〜
二
〇
時
、
金
・
土
曜
日
の
一
〇
〜
一
八
時
に
開
館

し
て
い
る
。
夜
間
ま
で
の
運
営
を
支
え
る
の
は
、
司
書
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
出
納
な
ど
の
作
業
を
行
う
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
の
補
助
を
行
う
非
常
勤
司
書
、
館
内
ツ
ア
ー
な
ど

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
様
々
な
役
割
の
方
で
あ
る
。
司
書

は
、
九
〜
一
七
時
、
一
〇
〜
一
八
時
、
一
二
〜
二
〇
時
の
三
交
代
制

を
と
っ
て
お
り
、
週
三
五
時
間
の
勤
務
時
間
の
う
ち
一
五
時
間
は
カ

ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
二
〇
時
間
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
研
修
な
ど
に
あ

て
て
い
る
。
ま
た
、
司
書
は
中
小
企
業
・
貿
易
・
金
融
な
ど
分
野
ご

と
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
お
り
、
チ
ー
ム
に
関
わ
り
の
深
い
分
野
の

コ
ン
テ
ン
ツ
編
集
や
講
習
の
講
師
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。
司
書
の

間
で
知
識
の
共
有
を
図
る
た
め
、
新
着
資
料
や
製
本
中
資
料
の
情
報

な
ど
を
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
ほ
か
、
職
員
用
の
館
内
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
有
用
な
リ
ン
ク
集
や
Ｆ
Ａ
Ｑ
な
ど
を
掲
載
し
て
業
務
を
効
率
化

し
て
い
る
。

三

電
子
情
報
の
提
供

①

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
館
内
の

｢

電
子
情
報
セ
ン
タ
ー｣

と
い
う
閲
覧

室
で
、
二
四
台
の
専
用
端
末
に
よ
り
、
一
五
〇
以
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
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(

海
外
出
張
報
告)

積
極
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館

｢

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ｣

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
〜

上

田

志

保



ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
例
外

も
あ
る
が
時
間
制
限
・
予
約
な
し
に
利
用
が
で
き
、
有
料
で
は
あ
る

が
基
本
的
に
枚
数
の
制
限
な
く
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
検
索
結
果

の
Ｚ
Ｉ
Ｐ
等
記
録
媒
体
へ

の
保
存
や
電
子
メ
ー
ル
に

よ
る
自
分
の
ア
ド
レ
ス
へ

の
送
付

(

と
も
に
無
料)

の
方
が
よ
く
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
登
録
を
す
れ
ば
、
一

部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は

図
書
館
外
か
ら
で
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。
提
供
さ
れ

て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
詳
細
は
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

紹
介
さ
れ
て
い
る注
１

。
中
で
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
責
任
者
が
最
も
重
要
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、N

ex
is,

F
a
ctiv

a
,

B
lo

o
m

-

b
erg

,
M

erg
en

tO
n

lin
e,

S
ta

n
d
a
rd

a
n

d
P

o
o
r's

N
et

A
d
-

v
a
n

ta
g

e,
D

u
n

&
B

ra
d
street

社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
導
入
の
際
に
は
、
必
ず
ベ
ン
ダ
ー

(

提
供
企
業)

か

ら
収
録
件
数
、
対
象
年
次
、
提
供
実
績
、
コ
ス
ト
等
様
々
な
数
値
を

収
集
し
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
逆
に
予
算
カ
ッ
ト
の
た

め
に
、
利
用
頻
度
や
コ
ス
ト
、
代
替
ツ
ー
ル
の
有
無
が
あ
る
か
な
ど

を
検
討
し
て
、
特
定
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
を
と
り
や
め
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。
限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
な
る
べ
く
無
駄
の
な

い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
努
力
を
感
じ
た
。

ま
た
、
職
員
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
、

新
規
導
入
時
や
内
容
更
新
時
に
、
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
研
修
を
行
い
、

さ
ら
に
担
当
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
行
う
職
員
同
士
の
研
修
も
行
っ

て
い
る
。
新
規
に
配
属
さ
れ
た
職
員
は
、
利
用
者
向
け
の
講
習
を
す

べ
て
受
講
し
て
場
合
に
応
じ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
を
覚
え
る

ほ
か
、
個
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
要
領
な
ど
は
各
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
ヘ
ル
プ
ガ
イ
ド
やG

o
o
g

le

な
ど
で
ガ
イ
ド
を
探
し
て
読
む
よ

う
に
薦
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
の
端
末
は
約
四
〇
台
提
供
さ
れ
て
お
り
、
予

約
を
す
れ
ば
無
料
で
一
日
一
時
間
三
〇
分
ま
で
利
用
で
き
る
。
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト

(

有
料)

も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
が
持
ち

込
ん
だ
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
接
続
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
一
部
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
座
席
が
八
三
席
あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら

使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
時
間
制
限
は
な
い
。

注
１

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
y

p
l.o

rg
/
d
a
ta

b
a
ses/

sib
ld

b
.cfm

(
la

st
a
c-

cess
2004.5.7)

四

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
産
業
・
科
学
・
政
府
分
野
の
資
料

を
収
集
し
て
お
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
基
本
的
に
蔵
書
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
分
野
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
常
時
司
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書
二
〜
三
人
が
質
問
を
受
け
て
い
る
。
混
雑
時
に
は
一
列
に
並
ん
で

順
番
を
待
つ
利
用
者
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
司
書
の
能
力
へ
の
信
頼

の
高
さ
を
感
じ
た
。
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
や
り
取
り
を

聞
い
た
限
り
、
質
問
さ
れ

る
事
柄
は
当
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
受
け
る
質
問
と
さ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
図
書

館
の
利
用
の
仕
方
や
資
料

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
基
本
的
な
質
問
か
ら
、

あ
る
テ
ー
マ
や
事
実
に
つ

い
て
調
べ
た
い
と
い
っ
た

込
み
入
っ
た
質
問
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
職
員
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
駆
使
し
て
、
回
答
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
可
能
性

を
探
り
、
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
た
場
合
に
、
少
量
で
あ
れ
ば
躊
躇

な
く
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
利
用
者
に
提
供
し
て
い
た
。

予
約
を
す
れ
ば
、
司
書
が
三
〇
分
個
室
に
て
つ
き
っ
き
り
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
驚
き

を
覚
え
た
。
利
用
者
が
調
査
を
開
始
す
る
際
に
、
調
査
の
手
順
や
注

意
点
な
ど
を
体
系
立
て
て
説
明
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
司
書

の
能
力
が
よ
ほ
ど
高
く
な
け
れ
ば
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
資
料
の
探
し
方
、
市
場
調
査
の
た
め
の

資
料
リ
ス
ト
な
ど
、
需
要
の
高
い
情
報
に
関
し
て
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
職
員
に
聞
か
な
く
て
も
、
館
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
豊
富
な
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
起
業
や
経
営
改
善
を
希
望
し
て
い
る
中
小
企
業
経
営
者

な
ど
が
、
個
別
に
経
営
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。
元
管
理
職
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

(
S

erv
ice

C
o
rp

s
o
f

R
etired

E
x

ecu
tiv

es)

と

い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
、
火
〜
木
曜
日
の
一
一
〜

一
九
時
、
金
・
土
曜
日
の
一
一
〜
一
五
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
は
相
談
者
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
て
、
そ

れ
に
対
す
る
助
言
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
電
話
や
文
書
・
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
も
、
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
回
答
し
て
い
る

が
、
調
査
が
必
要
な
質
問
に
対
し
て
は
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
サ
ー

ビ
ス
に
誘
導
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
事
実
調
査
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
な
ど
の
調
査
と
文
献
提
供
を
行
う
有
料
サ
ー

ビ
ス
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
本
体

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る注
２

。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
最
近
、
Ｅ
デ
リ
バ

リ
ー
と
い
う
新
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
利
用
者
に
要
求

さ
れ
た
文
献
を
ス
キ
ャ
ナ
で
端
末
に
読
み
込
み
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
ウ
ェ

ブ
上
に
掲
載
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
込
者
に
ア
ク
セ

ス
方
法
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

注
２

阪
脇
孝
子

｢

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
―
ア
メ
リ
カ
の
公
共
図
書

館
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
一
例
と
し
て｣

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス』

二
一
一
号

(

一
九
九
七
年)

参
照
。
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五

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
主
題
情
報
提
供

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
特
に
注
目
す
べ
き
三
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
。
こ

の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
編
集
す
る
こ
と
で
司
書
の
能
力
は
さ
ら
に

高
ま
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
効
率
も
良
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

①O
n
lin
e
C
la
ss
:
P
ro
sp
ectin

g
fo
r
B
u
sin
ess
In
fo
rm
a
tio
n

企
業
情
報
・
金
融
情
報
等
を
探
す
際
の
調
査
手
順
を
、
利
用
者
自

身
が
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
集
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
利
用
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
利
用
者
が
自
分
の
立
場
を
認
識
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
情
報
を
探
し
て
、
獲
得
し
た
情
報
を
管
理
・

評
価
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
、
段
階
ご
と
に
確
認
テ
ス
ト
を
行
い
な

が
ら
習
得
で
き
る
。

②N
Y
S
m
a
ll
B
u
sin
ess
R
eso
u
rce
C
en
ter

｢P
ro

g
ra

m
s

lo
ca

to
r｣

と

｢B
u

sin
ess

O
w

n
er's

M
a
n

u
a
l｣

か
ら
成
る
。
前
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
中
小
企
業
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
関
連
団
体
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
所
在
地
な
ど
で
検
索
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
検
索
結
果
に
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
団
体
の

概
要
や
連
絡
先
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
。
後
者
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
起
業
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
・
金

融
面
の
計
画

(

資
金
調
達
・
コ
ス
ト
等)

・
規
制
・
税
金
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
知
財
保
護
・
国
際
取
引
な
ど
に
つ
い
て
案
内
さ
れ
て
い
る
。

③R
esea
rch
G
u
id
es

企
業
情
報
・
金
融
情
報
等
の
テ
ー
マ
別
の
調
べ
方
案
内
、
統
計
年

鑑
・
企
業
名
簿
を
国
別
に
紹
介
す
る
文
献
リ
ス
ト
な
ど
が
あ
る
。

六

利
用
者
向
け
講
習

①
講
習
の
概
要

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
で
は
毎
週
火
〜
金
曜
日
、
一
二
〜
一
八
時
半
ま
で
の
時

間
帯
に
、
一
日
一
〜
三
ク
ラ
ス
の
利
用
者
向
け
講
習
を
開
講
し
て
い

る
。
一
九
九
六
年
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
オ
ー
プ
ン
当
初
は
一
日
に
五
ク
ラ
ス

を
行
っ
て
い
た
が
、
予
算
の
関
係
で
開
催
頻
度
を
減
ら
し
た
の
だ
そ

う
だ
。
基
本
的
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
検
索
が
行
え

る
利
用
者
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
近
所
の
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
分
館
で
行
わ

れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
入
門
の
ク
ラ
ス
を
案
内
す
る
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
一
ク
ラ
ス
は

七
五
分
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
司
書
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
講

義
を
行
う
。
一
科
目
の
講
師
を
担
当
で
き
る
司
書
は
数
人
い
て
、
逆

に
一
人
の
司
書
は
、
自
分
の
属
す
る
チ
ー
ム
に
関
わ
り
の
深
い
複
数

の
科
目
の
講
義
を
担
当
で
き
る
よ
う
訓
練
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し

講
師
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
司
書
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

は
非
常
に
高
い
。
常
に
科
目
を
新
設
す
る
試
み
も
行
っ
て
い
て
、
利

用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
講
習
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
す
る
努
力
を
感
じ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
不
特
定
多
数
に
対
し
て
行
う
講
習
の
ほ
か
に
、

学
生
・
企
業
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
研

修
も
要
望
が
あ
れ
ば
引
き
受
け
て
お
り
、
年
間
平
均
で
六
五
団
体
、

一
、一
〇
〇
〜
一
、二
〇
〇
人
の
参
加
者
が
あ
る
そ
う
だ
。

②
何
を
教
え
て
い
る
の
か

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
講
習
は
、
図
書
館
を
使
う
た
め
に
必
要
な
基
本
知
識
・
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ビ
ジ
ネ
ス
／
産
業
情
報
・
政
府
情
報
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ウ
ェ
ブ

技
術
・
科
学
技
術
情
報
を
柱
と
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
二

週
間
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
各
講
義
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。

滞
在
中
に
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え

ば

｢

企
業
名
簿
情
報｣

の
授
業
は
、
教
室
が
ほ
ぼ
満
員
と
な
っ
て
い

た
人
気
授
業
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ま
ず

｢

冊
子
の
名
簿
を

探
す｣

と
し
て
、
業
種
別
に
名
簿
を
紹
介
し
て
い
る
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
サ
イ
ト
を
紹
介
し
、
目
録
で
名
簿
を
検
索
す
る
方
法

を
丁
寧
に
説
明
し
た
。
つ
づ
い
て

｢

電
子
情
報
を
使
っ
て
企
業
情
報

を
探
す｣

と
い
う
項
目
で
は
、
お
も
にR

eferen
ce

U
S

A

と
い
う

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(

業
種
・
所
在
地
・
従
業
員
数
・
売
上
高
等
か
ら
企

業
と
そ
の
連
絡
先
を
検
索
で
き
る)
の
検
索
方
法
を
紹
介
し
、
検
索

結
果
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
あ
る
い
は
印
刷
方
法
ま
で
を
説
明
し
た
。
最

後
に

｢

検
索
の
コ
ツ｣

と
し
て
、
検
索
で
思
う
よ
う
に
ヒ
ッ
ト
し
な

か
っ
た
際
の
注
意
事
項

(

企
業
の
省
略
名
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
入
力
し

て
い
る
か
な
ど)

や
さ
ら
に
情
報
を
得
る
時
に
使
う
べ
き
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

講
習
の
参
加
者
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
打
出
し
や
資
料
と
と
も

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
来
館
頻
度
・
来
館
理
由
・
講
義
の
評
価
・

参
加
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

(

年
齢
・
学
歴
等)

・
要
望
な
ど
を
記
入

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
開
館
以
来
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
と
め
た

結
果
に
よ
れ
ば
、
講
習
参
加
者
は
延
べ
五
万
五
千
人
以
上
で
、
講
習

参
加
者
の
属
性
に
関
し
て
は
、
頻
繁
に
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
に
来
館
す
る
人
の

割
合
が
高
い
、
学
歴
が
高
い
人

が
多
い

(

高
卒
以
下
は
九
％
の

み)

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

参
加
者
の
年
齢
層
は
、
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
あ
る
。
高
齢
者
の

割
合
が
意
外
と
高
い
よ
う
に
感

じ
た
。
講
習
の
レ
ベ
ル
に
関
し

て
は
、
ほ
ぼ
七
〇
％
の
参
加
者

が

｢

ち
ょ
う
ど
よ
い｣

と
回
答
。

｢

難
し
す
ぎ
る｣

｢

簡
単
す
ぎ
る｣

と
い
う
回
答
は
ど
ち
ら
も
一
〇
％
未
満
で
あ
っ
た
。

七

さ
い
ご
に

Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
見
学
し
て
、
一
貫
し
て
大
変
積

極
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で

や
っ
て
来
る
利
用
者
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
検
索
端
末
の
前
で

ま
ご
つ
い
て
い
る
利
用
者
に
声
を
か
け
る
、
よ
く
聞
か
れ
る
事
項
に

つ
い
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
情
報
を
提
供
す
る
、
目
的
別
の
情
報
を

講
習
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
す
る
、
な
ど
。
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
し
、
実
行
し
て
い
る
と
い

え
る
。
著
作
権
処
理
の
制
度
の
違
い
な
ど
の
た
め
、
私
た
ち
が
Ｓ
Ｉ

Ｂ
Ｌ
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
よ
り
一
層

使
い
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

(
う
え
だ

し
ほ

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課)
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講習参加者の年齢層

6％

17％

20％25％

16％

16％

18～25歳 26～35歳 36～45歳

46～55歳 56～65歳 66歳以上



NDL-OPACに約250万件追加

平成16年５月､ NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム)

に書誌レコード約250万件を追加しました｡ これまでOPACでは検索でき

なかった次の資料が検索できます (データ件数は概数)｡

＜和図書＞

文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (科研費報告書)

12万件

＜洋図書＞

洋図書 (帝国図書館時代から1985年までに整理したもの)

39万件

国際連合出版物など国際機関資料

２万３千件

アメリカ政府刊行物

15万件

＜古典籍＞

和古書

３万５千件 (３月から順次追加)

＜蘆原コレクション＞

舞踊・音楽評論家蘆原英了氏の旧蔵書と収蔵品であるシャンソン､ バレ

エ､ サーカス関係資料

６万８千件

＜規格・リポート類＞

原子力関係の INIS リポートや､ 航空宇宙関係の NASA リポート等の

テクニカルリポートや学協会ペーパー､ UMI 社発行の海外博士論文

172万件

今回の大規模な追加提供により､ NDL-OPAC の書誌レコード提供件数

は､ 1,328万件 (雑誌記事索引612万件を含む) にのぼり､ 各専門室で公開

していたカード目録等､ これまではご来館いただかないと検索できなかっ

た目録類の大部分が NDL-OPAC に収録され､ Web 上で統一的に検索で

きるようになりました｡ 残る未入力資料についても､ 順次遡及入力を進め

る予定です｡ また､ OPAC の機能についても一部追加改修を行いました｡

ますます充実したNDL-OPAC (当館ホームページ http://www.ndl.go.jp―

｢NDL-OPAC｣ ) を､ ぜひご利用ください｡
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お 知 ら せ



参
考
書
誌
研
究

第
六
○
号

Ａ
５

一
六
八
頁

日
本
を
調
べ
る
た
め
の
日
本
の
参
考
図
書
―
統
計

資
料
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ガ
イ
ド
―

渋
江
抽
斎
没
後
の
渋
江
家
と
帝
国
図
書
館

明
治
二
十
年
九
月
中
村
座
の
絵
本
・
役
割
番
付
―

影
印
と
翻
刻
お
よ
び
周
辺
資
料

(

下)

半
年
刊

一
、五
七
五
円

(

日)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
三
九
号

Ａ
４

八
〇
頁

保
育
分
野
の
規
制
緩
和
と
改
革
の
行
方

国
際
法
と
先
制
的
自
衛

島
根
県
に
お
け
る
経
済･

金
融
の
動
向

(

現
地
調
査

報
告)

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
お
け
る
失
業
時
の
生
活
保
障
関

連｢

給
付｣

一
覧

(

資
料)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

東京本館､ 関西館の臨時休館等について

利用者サービス拡充のため10月から運用を予定している東京本館の新しい来館利用

システムの稼働準備､ 切替作業の関係で､ 次のとおり､ 臨時休館し､ また､ 一部サー

ビスを停止いたします｡ なお､ 関西館､ 国際子ども図書館では､ NDL-OPAC (イン

ターネット) サービス停止期間中､ 開館日でも OPAC 検索・申込みが利用できませ

ん｡ 利用者の皆様にはご不便をおかけしますが､ ご了承ください｡

東京本館臨時休館日

６月22日～25日､ ７月26日､ ８月２日～３日､

９月22日､ ９月24日､ ９月27日～30日

関西館臨時休館日

６月22日～24日

NDL-OPAC (インターネット) 検索および申込みサービス停止

６月20日～21日､ ６月25日～27日､ ９月19日～23日

NDL-OPAC (インターネット) 申込みサービス停止

NDL-OPACでの検索はできますが､ 申込みができません｡

６月22日～24日

なお､ NDL-OPAC が停止する期間は､ 郵送・FAXによる複写申込み､ 貸出申込

みについても発送が遅れます｡

お 知 ら せ



ご 案 内

第８回 資 料 保 存 研 修

国立国会図書館では､ 国内の各種図書館等に在職する職員の方を対象に､ 日常業務

の中でできる､ 軽微な破損などに対する補修技術の研修を､ 下記のとおり関西館を会

場に開催いたします｡ なお､ 内容は昨年 (第７回) と同じです｡

テーマ あなたにもできる図書館資料の補修

－表紙と本体をつなぐ修理､ 簡易補修､ パンフレット製本－

日 時 平成16年７月８日(木) 10：00～16：30

７月９日(金) 10：00～16：30

会 場 国立国会図書館関西館第３研修室 (京都府相楽郡精華町精華台８－１－３)

内 容 午前：講義と研修教材による実技指導

午後：研修生持参の資料による実技研修

ほかに､ 希望者による関西館施設見学を予定｡

定 員 32名｡ 両日とも16名｡ １機関１名とします｡

持参していただくもの

上製本で表紙と本体が分離している図書 (A５判または B５判で厚さ３cm

程度のもの) １冊､ エプロン等

申込方法等 葉書に､ 氏名・所属機関・勤務先住所・電話番号・メールアドレス､

８日､ ９日のいずれかの受講希望日を明記のうえ､ 平成16年６月18日(金)

必着でお申し込みください｡ なお､ 申込み多数の場合はやむをえず参加をご

遠慮いただくことがあります｡ また受講日についてもご希望にそえない場合

がありますので､ あらかじめご了承ください｡ 参加費は無料です｡ 受講日､

持ち物等､ 詳細は後日､ 参加者にご連絡いたします｡

申込み・問い合わせ先

国立国会図書館収集部資料保存課

〒100-8924 東京都千代田区永田町１－10－１

電話 03 (3506) 3356 (ダイヤルイン)
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NDL news 当館の最近の動き

国
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
国
際
会
議

二
〇
〇
四
年
三
月
一
五
、
一
六
日
の
両
日
、
イ

ン
ド
の
コ
ル
カ
タ

(

旧
カ
ル
カ
ッ
タ)

で
、
国
立

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
国
際
会
議

(
In

ter-

n
a
tio

n
a
l

C
o
n

feren
ce

o
n

N
a
tio

n
a
l

L
ib

ra
ry

S
erv

ices,
IC

O
N

L
IS

2004)

が
開
催
さ
れ
た
。

当
館
か
ら
は
村
上
正
志
関
西
館
資
料
部
長

(

当
時)

が
出
席
し
、｢

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の

現
況
と
今
後
の
方
向｣

と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
会
議
は
、
イ
ン
ド
国
立
図
書
館
の
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
趣
旨
は
、
情
報
・
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

情
報
の
収
集
・
蓄
積
・
整
理
・
ア
ク
セ
ス
に
お
け

る
伝
統
的
な
方
法
が
変
革
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
国

立
図
書
館
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
再
点
検
を
行

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
、
蔵
書
構
築
と
書
誌
調

整
、
情
報
技
術
、
標
準
化
と
国
際
協
力
、
資
料
保

存
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
六
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
約
二
〇
か
国
か
ら
五
〇
人
が
発
表

し
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
中
国
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
等
の

ア
ジ
ア
諸
国
の
ほ
か
ロ
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
南
ア

フ
リ
カ
、
米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
各

国
の
国
立
図
書
館
の
職
員
が
参
加
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電

子
出
版
物
の
収
集
の
課
題
に
関
す
る
小
委

員
会

(

第
三
回)

の
開
催

平
成
一
六
年
三
月
三
〇
日
、
標
題
の
小
委
員
会

(

公
文
俊
平
小
委
員
長)

が
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

(

以

下

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系｣)

の
収
集
範
囲
お
よ
び

方
法
の
第
二
回
目
の
調
査
審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
第
一
回
の
小
委
員
会
か
ら
の
継
続
審
議

事
項
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
等

を
国
・
地
方
公
共
団
体
と
同
等
に
扱
う
べ
き
か
に

つ
い
て
、
ま
た
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
独
立
行

政
法
人
等
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

系
の
取
扱
い
に
つ
い
て
調
査
審
議
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
私
人
の
発
行
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の

収
集
範
囲
と
収
集
方
法
に
つ
い
て
調
査
審
議
が
行

わ
れ
た
。

収
集
範
囲
に
つ
い
て
は
、
義
務
付
け
を
伴
う
収

集
に
お
い
て
学
術
的
内
容
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
に

限
定
す
る
こ
と
が
法
制
度
的
に
可
能
か
ど
う
か
の

検
討
が
行
わ
れ
た
。

収
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
通
知
義
務
に
基
づ
く

収
集

(

発
行
者
に
発
行
の
事
実
を
国
立
国
会
図
書

館
に
通
知
す
べ
き
義
務
を
課
し
、
館
が
複
製
す
る

方
法)

ま
た
は
送
信
義
務
に
基
づ
く
収
集

(

発
行

者
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
館
の
サ
ー
バ
に
送
信
・

複
製
さ
せ
る
方
法)

の
意
義
・
内
容
に
つ
い
て
、

特
に
、
納
本
制
度
調
査
会
答
申

(

平
成
一
一
年
二

月
二
二
日)

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
言
論
の

萎
縮
の
お
そ
れ

(

一
過
性
の
も
の
と
し
て
発
行
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
永
続
的
に

固
定
す
る
義
務
を
課
し
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
、

発
行
者
等
の
意
思
に
反
し
、
自
由
な
言
論
を
差
し

控
え
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る)

の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
こ
れ
ら
の
収
集
方
法
が
有
効
で
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
第
一
一
回
納
本
制
度

審
議
会

(

本
年
六
月
頃
開
催
予
定)

に
お
い
て
今

回
ま
で
の
小
委
員
会
の
審
議
経
過
の
報
告
と
そ
の

審
議
が
行
わ
れ
た
後
、
収
集
・
利
用
に
伴
う
損
失

補
償
お
よ
び
義
務
履
行
の
確
保
の
手
段
に
つ
い
て
、

第
四
回
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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�
�

�
�

法
規
の
制
定

解
説

法
律
第
二
十
九
号
は
、
日
本
学
術
会
議
に
つ
い

て
所
轄
を
総
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
変
更

す
る
等
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
館
関

係
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行

政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職

員
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
一

号)

第
一
条
の
表
を
改
正
し
、
支
部
日
本
学
術
会

議
図
書
館
の
規
定
の
位
置
を
変
更
し
た
も
の
で
あ

る
。館

長
決
定
第
三
号
は
、
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス

テ
ム
の
一
部
の
新
規
稼
働
に
伴
う
書
類
の
様
式
の

改
正
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

館
長
決
定
第
四
号
は
、
第
一
種
資
料
の
逐
次
刊

行
物
に
押
印
で
き
る
所
蔵
印
の
種
類
を
追
加
し
た

も
の
で
あ
る
。

(

法
律
第
二
十
九
号)

日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

抄)

(

平
成
十
六
年
四
月
十
四
日
公
布)

附

則

(

抄)

(

施
行
期
日)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

(

略)

二

第
一
条
第
二
項
、
第
六
条
の
二
第
二
項
及
び

第
十
六
条
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

五
条
第
一
項

(

内
閣
総
理
大
臣
に
推
薦
す
る
こ

と
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

、
第
七
条
及
び
第
九

条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定

平
成
十
七
年

四
月
一
日

(

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部

門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正)

第
九
条

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政

各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員

に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術

会
議
図
書
館
の
項
を
削
り
、
同
表
国
立
国
会
図
書

館
支
部
内
閣
府
図
書
館
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

(

館
長
決
定
第
三
号)

国
立
国
会
図
書
館
資
料
管
理
事
務
取
扱
細
則

の
一
部
を
改
正
す
る
件

(

平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
資
料
管
理
事
務
取
扱
細
則

(

平

成
元
年
館
長
決
定
第
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

異
動
の
記
録
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料)

第
二
十
五
条

規
程
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
異

動
の
記
録
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
品

目
は
、
国
内
逐
次
刊
行
物
の
新
聞

(

専
ら
記
事
の

切
抜
き
の
用
に
供
す
る
た
め
に
第
二
種
資
料
と
し

て
受
け
入
れ
た
も
の
に
限
る
。)

と
す
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
１
号

(略
)

附

則

本
件
は
、
平
成
十
六
年
五
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
同
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。
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国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本

学
術
会
議
図
書
館

内
閣
府



(
館
長
決
定
第
四
号)

図
書
館
資
料
の
標
示
に
関
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

(
平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
制
定)

図
書
館
資
料
の
標
示
に
関
す
る
件

(

平
成
二
年
館

長
決
定
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
項
中

｢

様
式
第
四｣
を

｢

様
式
第
三｣

に
改

め
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

お
も
な
人
事

農
林
水
産
技
官

香
山

愼
�

国
立
国
会
図
書
館
支
部
林
野
庁
図
書
館
長
に
命
ず
る

会
計
検
査
院
事
務
官

井
ヶ
田
禮
子

国
立
国
会
図
書
館
支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
長
を
免

ず
る

会
計
検
査
院
事
務
官

山
�
恵
美
子

国
立
国
会
図
書
館
支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
長
に
命

ず
る以

上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

平
成
十
六
年
春
の
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た

記

(

元
副
館
長)

藤
田
初
太
郎

瑞
宝
重
光
章
を
授
け
る

(

元
専
門
調
査
員)

野
村

文
保

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

(

元
調
査
員)

山
本

祐
三

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

(

元
司
書)

大
貫

利
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

(

元
調
査
員)

亀
井

慶
子

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

以
上
平
成
十
六
年
四
月
二
十
九
日
付
け

職
員
の
採
用

(
配
置
部
局
課)

総
務
部

参

事

吉
田

曉

同

同

今
野

玲
子

同

同

大
西

啓
子

同

同

石
澤

文

同

同

清
水

邦
彦

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

深
澤

映
司

同

同

美
野
輪
和
子

同

同

堤

健
造

同

同

濱
井

暁
子

同

同

三
野

功
晴

同

同

那
谷

玲

同

同

濱
川
今
日
子

収
集
部

司

書

安
田

隆
子

同

同

前
川

直
之

同

同

岡
橋

明
子

書
誌
部

同

倉
重

卓
也

同

同

小
濱

彩

同

同

柴
田

洋
子

資
料
提
供
部

同

大
谷

昌
俊

同

同

中
島

寛

同

同

河
合

将
彦

同

同

平
山

藍
子

主
題
情
報
部

同

藤
本

守

同

同

奥
村
さ
や
か

同

同

田
中

俊
洋

同

同

葦
名

ふ
み

国
会
分
館

同

�
野

哲

関
西
館

参

事

中
尾

康
朗

同

司

書

大
久
保
知
子

同

同

松
田

稔
広

以
上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

な
お
、
前
記
の
職
員
は
、
研
修
を
受
け
た
後
、
平

成
十
六
年
四
月
八
日
ま
で
に
前
記
部
局
に
配
属
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
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遠

客

近

客

(

東
京
本
館)

平
成
一
六
年

三
月
一
日

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ー
マ
ン
氏(

米
国
・

デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー)
、
メ
ネ
リ
ク
・
ア
レ
ム
氏

(

エ
チ
オ
ピ
ア
・
法
務
局
参
事
官)

三
月
三
日

(

〜
五
日)

ヨ
ハ
ン
・
ス
テ
ー
ン
バ
ッ

カ
ー
ス
氏

(

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
情
報
技
術
・

施
設
管
理
部
長)

、
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
氏

(

同

研
究
開
発
課
長)

、
ヒ
ル
デ
・
フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
イ

ン
ハ
ー
デ
ン
氏

(

同
研
究
開
発
課
電
子
情
報
保
存

担
当
官)

三
月
五
日

タ
チ
ヤ
ー
ナ
・
オ
レ
ゴ
ブ
ナ
・
パ
ウ
フ

ヴ
ァ
氏

(

全
ロ
シ
ア
国
営
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
会
社

副
総
裁
、｢

文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル｣

テ
レ
ビ
編
集
長)

、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ゴ
リ
ジ
ン
・
ユ
ー

リ
ー
氏

(

ロ
シ
ア
・｢

文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル｣

テ
レ

ビ
総
監
督)

三
月
九
日

ド
ミ
ト
ー
リ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ロ

ホ
フ
氏

(

ロ
シ
ア
・
イ
タ
ル
・
タ
ス
通
信
対
外
政

策
情
報
編
集
長)

三
月
一
七
日

ピ
ラ
ー
ル
・
マ
リ
ア
・
モ
レ
ー
ノ
氏

(

メ
キ
シ
コ
大
学
院
図
書
館
司
書)

三
月
二
六
日

信
州
大
学
附
属
図
書
館
一
名

三
月
三
〇
日

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
氏

(

英
国)

(

関
西
館)

平
成
一
六
年

三
月
三
日

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館
二
名

三
月
五
日

東
濃
地
区
公
共
図
書
館
連
絡
協
議
会

一
二
名
、
南
淡
町
立
図
書
館
協
議
会
八
名

三
月
九
日

東
北
大
学
図
書
館
一
名

三
月
一
八
日

松
本
市
中
央
図
書
館
二
名

三
月
一
九
日

九
州
大
学
文
学
部
図
書
係
三
名

三
月
二
二
日

九
州
大
学
附
属
図
書
館
芸
術
工
学
分

館
二
名

三
月
二
六
日

学
校
図
書
館
問
題
研
究
会
兵
庫
支
部

八
名

＊

＊

＊

三
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
件
四
名
、

大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

一
件
八
名
、
そ
の
他

一
一
二
件
六
八
九
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

国
際
子
ど
も
図
書
館)

平
成
一
五
年

一
一
月
五
日

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
三
名

一
一
月
一
二
日

福
生
市
立
図
書
館
一
三
名

一
一
月
一
五
日

韓
国
国
際
児
童
図
書
評
議
会
一
五

名
一
一
月
二
七
日

三
鷹
市
図
書
館
協
議
会
一
一
名

一
二
月
二
日

韓
国
国
会
図
書
館
四
名

平
成
一
六
年

一
月
二
二
日

東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
一
〇
名

二
月
四
日

茨
城
県
立
図
書
館
三
名

二
月
六
日

群
馬
県
立
図
書
館
二
名

二
月
二
四
日

東
京
都
立
中
央
図
書
館
三
名
、
群
馬

県
立
図
書
館
二
名

二
月
二
五
日

韓
国
図
書
館
協
会
二
七
名

二
月
二
七
日

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
二
名

三
月
一
〇
日

大
島
町
絵
本
館
一
名

三
月
一
八
日

高
知
県
立
図
書
館
一
名

三
月
二
三
日

大
島
町
絵
本
館
一
名

＊

＊

＊

平
成
一
五
年
一
一
月
〜
一
六
年
三
月
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
、
学
校
関
係
九
件
一
三
三
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

三
件
二
六
名
、
そ
の
他
七
四
件

一
、〇
二
二
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六
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国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page



第131回常設展示 記録の中の ｢幻獣｣ たち 平成16年５月１日～６月30日

我々は竜といえば､ その姿や性質を思い浮かべることができます｡ つまり､ 竜は実

在しないと知りつつも､ 竜に関する知識は持っているわけです｡ では､ その知識は､

元をたどればどこから来たのでしょうか｡ 今回の展示では､ 東西の古典を比較しつつ､

竜をはじめ､ 一角獣､ フェニックス､ 人魚といった ｢幻獣｣ たちに関する知識の源流

をたどってみました｡

現在､ 我々はこれらの ｢幻獣｣ たちを､ 児童書､ マンガ､ テレビゲームなどで目に

することが多いため､ いささか子どもじみたもののように思いがちです｡ しかし､

｢幻獣｣ たちに関する知識の源流をたどってみると､ 人間はこれらを象徴として用い

ることにより､ 抽象的で実感しにくい概念について考えてきたことが分かります｡ 例

えば､ 『新約聖書』 のヨハネ黙示録の竜は悪の象徴です｡ 赤く巨大な竜がもたらす直

接的なイメージを通じて､ 個

別の事例を超えた ｢悪という

もの｣ が表現されています｡

一方､ 後に漢の初代皇帝とな

る農民出身の男 (劉邦) が酔っ

ぱらって寝ていたとき､ その

上に見えたと司馬遷の 『史記』

が伝えている竜は､ 王の象徴

です｡ 結果的に見て､ 彼には

いわば王の資質や､ 王になる

運命のようなものがあったと

考えられるわけですが､ ここ

ではそれが竜を通じて表現さ

れています｡

確かに現在では､ 竜は実在

しないものとされています｡ しかし一方で､ 竜は象徴として､ 今も我々の意識の中に

存在しています｡ 地名・人名､ 寺社の装飾､ ラーメンのどんぶりなど､ 身近なところ

に竜が見られるのはそのためです｡ これらの竜は､ 強さや神聖さといった､ 抽象的で

実感しにくい概念を象徴しているのです｡ なお､ こうした象徴は､ ｢幻獣｣ たち以外

にも数多く見られます｡ 例えば､ 広告､ 音楽､ モードなどに乗って､ 商品やブランド

のイメージが飛び交っていますが､ これらはそれぞれ､ 消費や欲望の対象となる諸価

値を象徴しているといえます｡

皆さんは､ 竜､ 一角獣､ フェニックス､ 人魚といえば､ どのような姿や性質を思い

浮かべるでしょうか｡ そのイメージのもとになったものは何か､ それらは何を象徴し

ているのか､ 洋の東西でどのような違いがあるのかなど､ 楽しんでいただければ幸い

です｡

(井
い

田
だ

敦
あつ

彦
ひこ

・中
なか

村
むら

淳
じゅん

一
いち

)
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｢太陽をまとう女と竜｣
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本を魅せる 常設展示案内�
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